
学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2019/09/30～2020/02/03開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011001

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟36(call2)／RoomC-36(call2)教室／Class room

E(英1)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3, 火3, 木4担当教員オフィスアワー/Office hours
まず、授業時に任意で指定したニュース教材を、必要な情報を探しながら、英文をはやく正確に読
む練習を行う。授業中に読んだ教材は、細部までの詳細な読みを課題として自宅で行い、翌週確認
作業を行う。医療関係の問題を扱ったプリント教材は、授業時に指定した構文や表現は、必ず身に
付けてもらう。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) 医療関係の話題をとりあげたCD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使
えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英字新聞の英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を理解するこ
とができる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40%、 e-learning教材学習テスト40%、 プレゼンペーパー等の提出物10%、 授業でのアク
ティビティ、小テスト 10% で行います。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回課せられる範囲の学習。
ほぼ毎回行われる小テストのための学習。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords
教科書（テキスト）：
The Picture of Health 「健康と食品ニュースで読む現代社会」（南雲堂）1700円

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)



備考（URL）/Remarks (URL)
英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回
Reading （テキストUnit 1）
Flu Season (1)

第2回

Reading （テキストUnit 2）
Flu Season (1)

第3回

Reading （テキストUnit 3）
Flu Season (2)

第4回

e-learning 教材学習テスト第1回目
Reading （テキストUnit 4）

第5回

Reading （テキストUnit 5）
Flu Season (2)

第6回

Reading （テキストUnit 6）
Flu Season (3)

第7回

テキストを用いたショートプレゼン作成
Flu Season (3)

第8回

Reading （テキストUnit 7）
Flu Season (4)

第9回

 Reading （テキストUnit 8）
Flu Season (4)

第10回

Reading （テキストUnit 9）
Flu Season (5)

第11回

e-learning教材学習テスト第2回目
Reading （テキストUnit 10）

第12回

Reading （テキストUnit 11）
Flu Season (5)

第13回

Reading （テキストUnit 12）
テキスト教材を用いたプレゼン作成。

第14回

テキスト教材を用いたグループワーク、プレゼンテーション代表者コンテスト第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2019/09/30～2020/02/03開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011002

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

大坪　有実／Ootubo Yumi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟23／RoomA-23教室／Class room

E（英2）クラス
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

r_otsubo▲hotmail.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

r_otsubo@hotmail.co.jp担当教員TEL/Tel

E-mailで受け付けます。 r_otsubo@hotmail.co.jp担当教員オフィスアワー/Office hours
この授業は「人工知能」、「高齢者介護」、「ミレニアル世代のミニマリズム志向」など、昨今の
ニュース記事を通し、時代の流れを掴んでいく、読解を中心とした授業です。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１．グローバルかつ地域の視点から多様性を理解する態度・志向性を身に着けることができるよう
になる。
２．論理的・批判的に物事を考える能力を身に着けることができるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

授業への取り組み・復習テスト20％＋e-learning教材学習テスト40％（1回目20％＋2回目20％）＋
定期試験40％＝合計100％のうち60％以上を合格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業前にテキストで扱うトピックについてインターネットや書籍を用い、テキスト内に出てくる専
門用語について調べておいて下さい。また、翌週に復習テストを行うのでしっかり復習しておいて
下さい。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

latest newsキーワード/Keywords

15 Topics for Tomorrow's World （松柏社） ￥1,900＋税教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業は全回、予習をして臨んで下さい。
授業参加についてIntroductionで説明をしますので必ず1回目の授業に出席して下さい。

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

教科書販売・Introduction1回目

How Artificial Intelligence Impacts Senior Care2回目
復習テスト
China Could Be the Future of the Sharing Economy

3回目

復習テスト
Plastic Microbeads Ban Enters Force in UK

4回目

e-learning教材学習テスト 1回目
Japan Considers Crime Prediction System Using Big Data and AI

5回目

復習テスト
The Toll of America's Obesity

6回目

復習テスト
Sex Education Given LGBT-inclusive Overhaul in Wales

7回目

復習テスト
Autonomous Cars Likely to Benefit Elderly in Future

8回目

復習テスト
Millennials Go Minimal

9回目

復習テスト
Namie Amuro, "The Madonna of Japan," Is Retiring, But Her Style Influence Lives on

10回目

復習テスト
Esports?FIFA's eWolrd Cup Catching up with the Real Thing

11回目

e-learning教材学習テスト 2回目
Is 'Snapchat Dysmorphia' Really Something to Be Worried about?

12回目

復習テスト
Why Isn't Nuturition Education a Priority in Public Schools?

13回目

復習テスト
Tech CEOs Back Call for Basic Income as AI Job Losses Threaten Industry Backlash

14回目

復習テスト
Cramer Pinpoints the 'Best Secular Trend' in the Market: Subscription Services

15回目

定期試験16回目



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 4

2019/09/30～2020/02/03開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011003

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英3))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西原　真弓／Nishihara Mayumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西原　真弓／Nishihara Mayumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西原　真弓／Nishihara Mayumi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

E（英３）
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

nishihara▲kwassui.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

nishihara@kwassui.ac.jp担当教員TEL/Tel

授業の前後に質問を受けます。それ以外はメールでお願いします。nishihara@kwassui.ac.jp担当教員オフィスアワー/Office hours
国内の多様な分野にわたるニュースをピックアップしたテキストを使い、それぞれの取り組みにつ
いてニュースを英語で理解し、その取り組みに関して英語でまとめたり、それに関する自分の意見
を表現できるように練習します。特に授業内ではペアワークを通して英語を使う機会を多く設定し
、英語が口をついて出てくるように練習をします。グループプレゼンテーションや個人プレゼンテ
ーションを通して自分の考えをわかりやすく発信することもします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

この授業を通して、以下のような力をつけていくことを目標としています。
1.多様な分野に渡るニュースを英語で理解し、その概要をわかりやすくまとめ英語で発信すること
ができるようになる。
2.現代日本で、地域社会及び将来世代に貢献するためにどのようなことがなされているのか理解し
、さらに、自分がどのような貢献ができるか考え意見交換をすることができるようになる。
3. グループディスカッションやペアワークを通して、主体的に、協働的に課題に取り組むことがで
きるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト40% + 授業内での積極的な英語使用、及びプレゼンテーション 20% + 定
期試験40%

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

大学が指定しているe-learning 教材を毎日コツコツ行うこと。
授業内では初見の英語を読んだり聞いたりするので予習は必要ないが、復習はしっかりするように
。さらに、英語に慣れるように、授業内で紹介する英語学習アプリを使ったり、英語でニュースを
聞いたりすること。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

英語表現、やり取り、主体性、協働性キーワード/Keywords

山崎達郎他著 『NHK NEWSLINE』（金星堂）教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業の中では、学生が主体となって英語を使います。恥ずかしがらずに、積極的にクラスメートと
関わって英語で会話をするようにしてください。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Unit 1 Tea for You9月30日

Unit 2 Small is Beautiful10月7日

Unit 3 Youth Trip for Mutual Understanding10月21日

Group presentation10月28日
e-learning 教材学習テスト一回目
Unit 4 Building a Language Bridge

11月11日

Unit ５ Sizzle and the City11月18日

Unit 6 Summer Spooks11月25日

Unit ７ Hitmaker12月2日

Unit ８ Daughters of the Soil12月9日

Unit ９ Engaging Youth in Politics12月16日

Unit 1０ Magic in Moonlighting12月23日
e-learning 教材学習テスト二回目
Unit 11 On Your Bike

1月6日

Discussion on Sharing Business1月20日

Unit 12 Designing Nations1月27日

Unit 13 Litter Buster2月3日

定期試験2月10日



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 3

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011004

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(F(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

濵﨑　大／Hamasaki Dai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

濵﨑　大／Hamasaki Dai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

濵﨑　大／Hamasaki Dai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

F(英1)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

hamasaki▲wesleyan.ac.jp※欠席報告はメールではなく、後日届けを提出してください。 （メール
を送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

単位に関するお問い合わせ、異議申し立ては、事務を通して行ってください。担当教員TEL/Tel

非常勤講師室在中可担当教員オフィスアワー/Office hours
大学の勉強に必要な構文をより多く学ぶ機会を増やし、パターンで覚えるのではなく、その場の状
況を判断しながら日本語訳、英語訳に向かう対応力、判断力、そして応用力をつけていきます。辞
書に安易に頼るのではなく、日本語・英語の相違点の認識や文脈に頼りながら解決する読解力もつ
けていきます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

日本語とは語順の違う英語を、より早く、より自然に日本語訳できるように、つまり“理解”でき
るようになります。
また、長崎大学があげる全学共通の６つのディプロマポリシーを段階的に習得できるよう、基礎作
りを行う。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

Positive Class Participation: 15%
課外学習のe-learning 40%（e-learning 教材学習テスト 1回目20％、2回目20％）
課外学習のe-learningに関しては第1回目の授業の際に説明します。
Final Examination 45%

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前学習：次回のUnitで未習熟の単語を確認、内容の把握（持てる力の範囲で）
事後学習：学んだUnit内での新情報の確認、内容の確認と解説されたものの理解程度を確認

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

脱受験英語、量的学習を質的学習へキーワード/Keywords
Reading from Health and Nutrition News 金星堂
各自持っている参考書、辞書（英和、和英）

教科書・教材・参考書/Materials

全講義出席が原則。 ただし、正当な理由で欠席する場合は個人指導を行う。(課外クラブ活動に関
しては正当な理由とは認められません。) 講義、演習の妨害行為は大人のモラルをもって自重して
ください。（スマートフォンの操作等）
無断欠席回数が講義回数の1/3に達した時点で、Class Participationの評価は0%にいたします。
※欠席報告（公欠）は後日、欠席届けを提出してください。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
e-learningテスト詳細は担当教員により授業時に説明が行われます。また、掲示にもよく注意して
おいてください。再履修を申しでる学生は、必ず1回目の講義を受講して下さい。授業の注意点や、
e-learningに関する情報など、単位に関わる大切な情報をお伝えする重要な講義になっております
。
授業開始2回目以降に再履修を申し出る学生は、1回目の講義を受けなかった理由を明確にお伝えく
ださい。理由によっては、再履修受け入れを拒否させていただく場合があります。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction
シラバスの解説、授業における注意事項、e-learningの解説、教科書販売

第1回 10月1日

Unit 1 Singapore’s Love Potion Heads to Markets Overseas第2回 8日

Unit 2 Bird Flu May Have Passed Between Siblings第3回 15日

Unit 3 Foreign Staff Get OK for Emergency Training第4回 29日

Unit 4 Study: Two Languages Help to Keep the Mind Young第5回 11月5日
Unit 5 Experts Will Feed Infected Brains to Cows
1回目 e-learning 教材学習テスト

第6回 12日

Unit 6 New Alcohol-Flavored Biscuits Not to Everyone’s Taste第7回 19日

Unit 7 Study: Tea Drinking May Protect Against Alzheimer’s Disease第8回 26日

Unit 8 Study: Melatonin May Help Lover High Blood Pressure第9回 12月3日

Unit 9 Fat Kids Singled Out for Extra Exercise第10回 10日

Unit 10 Study: Air Worse in Smoky Bars Than on Truck-choked Roads第11回 17日
Unit 11 Researchers: Church Candles and Incense Pose Health Risks
2回目 e-learning 教材学習テスト

第12回 1月7日

Unit 13 U.N. Vet Spreads Goodwill in War-Torn Lebanon第13回 14日

Unit 13 Woman Listed as World’s Oldest Person Dies in Puerto Rico at 114第14回 21日
これまでの振り返り、復習（これまで解説した内容に関して質疑応答、自己採点）
学期末試験に向けて総評

第15回 28日

Final Examination第16回 2月4日



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 3

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011005

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(F(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

吉田　由美子／Yumiko Yoshida

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

吉田　由美子／Yumiko Yoshida

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

吉田　由美子／Yumiko Yoshida

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟14／RoomA-14教室／Class room

F(英2)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

noribei07142007▲hotmail.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address
非常勤講師室

担当教員研究室/Office

noribei07142007▲hotmail.co.jp担当教員TEL/Tel

noribei07142007▲hotmail.co.jp担当教員オフィスアワー/Office hours
Reading skill の向上に重点的に取り組む。語彙・文法事項・文章構成のレトリック等に留意しつ
つ、Reading strategyに沿って速読力のアップ、さらには内容を十分に理解する精読も行う。また
、時事英語を学びながら、語彙力の養成及び社会事象への関心を高めることを促す。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

（１）TOEIC ４００?４５０のレベルの英文を難なく読みこなす。
（２）正確な内容理解のために、これまでに学習した基本文法を適用できる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

 e-learning教材学習テスト(3step・PowerWords) ４０％、 課題・小テスト・授業参加度１０％、
期末試験５０％

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

指示された箇所の予習とquiz（小テスト）のための復習を確実に行うこと。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

For Your Information 3 Reading and Vocabulary Skills (Second Edition)教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Course Outline （導入）：教材配布第1回

Unit 6 Chapter 1 Reading the Passage第2回

Unit 6 Chapter 1 Reading and Vocabulary Comprehension第3回

Unit 6 Chapter 2 Reading the Passage第4回

Unit 6 Chapter 2 Reading and Vocabulary Comprehension第5回

e-learning教材学習テスト1回目 Unit 6 Chapter 3 Reading the Passage第6回

Unit 6 Chapter 3 Reading the Passage第7回

Unit 6 Chapter 3 Reading and Vocabulary Comprehension第8回

Unit 7 Chapter 2 Reading the Passage第9回

Unit 7 Chapter 2 Reading the Passage第10回

Unit 7 Chapter 2 Reading and Vocabulary Comprehension第11回

e-learning教材学習テスト2回目 Unit 7 Chapter 3 Reading the Passage第12回

Unit 7 Chapter 3 Reading the Passage / Reading and Vocabulary Comprehension第13回

Unit 8 Chapter 3 Reading the Passage第14回

Unit 8 Chapter 3 Reading the Passage / Review第15回

The Final Exam第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 3

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011006

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(F(英3))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

宇佐美　康子／Usami Yasuko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

宇佐美　康子／Usami Yasuko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

宇佐美　康子／Usami Yasuko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

F(英3)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

usamikan▲uma.bbiq.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

火曜日昼休み担当教員オフィスアワー/Office hours
今まで培ってきた一文一文を正確に読む力(精読力)を保持しつつ、ある程度まとまった量の英文を
、ある程度速く読んで、ある点についての情報をできるだけ正確に抜き出す、或いは、大意を取る
力(速読力)を育てる。英語文章の構成を学び、全体としての主題(main idea)、段落の主題を述べる
文(topic sentence)とそれを具体的に述べる文(supporting sentences)、段落間の関係、を取る練
習をする。また、聴解の活動とペア或いはグループでのディスカッション活動を通して、基本的な
英語でのリスニング、ライティング、スピーキングの力を鍛え、さらに、英語によるオーラルコミ
ュニケーションの基礎を強化する。
現在多くの分野において、第一線の情報は、英語経由で最も早く数多く手に入る傾向にある。その
現状を前提に、実践で役立つような英語の読解力の向上を目指す。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

テキスト程度の英文をある程度の速さで読み、必要な情報を探せ、ある程度の大意が取れるように
なる。
必要な場合は、正確な英文理解のために基本文法が適用でき、正確に意味が取れるようになる。
文脈に応じて語彙の解釈ができるようになる。
基本的な英語を、聞いて理解できるようになる。
基本的な英語を用いて、自分の言いたいことをある程度表現できるようになる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

課外学習のe-learning 40%（3 Step-CALL と Power Words とを内容とするe-learning教材学習テス
ト2回、各30分程度）、定期試験45%、小テスト約12%、授業での提出物や積極的な授業への参加等約
3%。
課外学習の e-learningに関しては第１回目の授業の際に説明する。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

スキミング、スキャニング、主題(main idea)、段落の主題を述べる文(topic sentence)とそれを具
体的に述べる文(supporting sentences)

キーワード/Keywords

Science and Tech Sense, Andrew E. Bennett, NAN'UN-DO, 2,200+税(CD付き)
第1回目の授業の初めに教室でテキストを購入するので、代金を忘れずに。

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
毎回小テストをします。これは、好評です。
予習して授業に臨むことが原則です。
英語の力を維持し、さらに向上させるためには、大学での授業に加えて家庭での学習が必要です。
英語が苦手な学生もいると思いますが、努力すれば、必ず英語の力は向上します。がんばってくだ
さい。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション、
Unit 1 Bioprinting

第1回

Unit 2 Driverless Cars第2回

Unit 3 Space Mining第3回

Unit 4 Big Data第4回

Unit 5 Rethinking Animal Intelligence第5回
第１回 e-learning教材学習テスト(30分程度)
Unit 6 Getting Chipped

第6回

Unit 7 New Advances in Architecture第7回

Unit 8 Making Science Popular: The Brilliance of Carl Sagan第8回

Unit 9 Extreme Weather and Climate Change第9回

Unit 10 Virtual Reality in Medicine第10回

Unit 11 Should we fear intelligent machines?第11回
第２回 e-learning教材学習テスト(30分程度)
Unit 12 Megacities

第12回

Unit13 De-Extinction第13回

Unit 14 Muon Imaging: Using Physics to See the Unseen第14回

Unit 15 Our Clean Future第15回

期末テスト第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 4

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011007

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(G3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟35(call1)／RoomC-35(call1)教室／Class room

G3
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3, 火3, 木4担当教員オフィスアワー/Office hours
まず、授業時に任意で指定したニュース教材を、必要な情報を探しながら、英文をはやく正確に読
む練習を行う。授業中に読んだ教材は、細部までの詳細な読みを課題として自宅で行い、翌週確認
作業を行う。医療関係の問題を扱ったプリント教材は、授業時に指定した構文や表現は、必ず身に
付けてもらう。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) 医療関係の話題をとりあげたCD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使
えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英字新聞の英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を理解するこ
とができる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40%、 e-learning教材学習テスト40%、 プレゼンペーパー等の提出物10%、 授業でのアク
ティビティ、小テスト 10% で行います。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回課せられる範囲の学習。
ほぼ毎回行われる小テストのための学習。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords
教科書（テキスト）：
The Picture of Health 「健康と食品ニュースで読む現代社会」（南雲堂）1700円

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)



備考（URL）/Remarks (URL)
英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回
Reading （テキストUnit 1）
Flu Season (1)

第2回

Reading （テキストUnit 2）
Flu Season (1)

第3回

Reading （テキストUnit 3）
Flu Season (2)

第4回

Reading （テキストUnit 4）
Flu Season (2)

第5回

e-learning 教材学習テスト第1回目
Reading （テキストUnit 5）

第6回

Reading （テキストUnit 6）
Flu Season (3)

第7回

テキストを用いたショートプレゼン作成
Flu Season (3)

第8回

Reading （テキストUnit 7）
Flu Season (4)

第9回

 Reading （テキストUnit 8）
Flu Season (4)

第10回

Reading （テキストUnit 9）
Flu Season (5)

第11回

e-learning教材学習テスト第2回目
Reading （テキストUnit 10）

第12回

Reading （テキストUnit 11）
Flu Season (5)

第13回

Reading （テキストUnit 12）
テキスト教材を用いたプレゼン作成。

第14回

テキスト教材を用いたグループワーク、プレゼンテーション代表者コンテスト第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 4

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011008

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英4))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

吉田　由美子／Yumiko Yoshida

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

吉田　由美子／Yumiko Yoshida

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

吉田　由美子／Yumiko Yoshida

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟14／RoomA-14教室／Class room

E(英4)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

noribei07142007▲hotmail.co.jp
（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室
担当教員研究室/Office

noribei07142007@hotmail.co.jp担当教員TEL/Tel

noribei07142007@hotmail.co.jp担当教員オフィスアワー/Office hours
最新の話題、新聞記事、ジャーナル、ブログ、インタビューなど様々な文章スタイルを読みこなし
ながら、語彙力の強化とともに、読解力向上に役立つReading Fluencyの習得に努める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

(1) TOEIC５００?５５０程度の読解問題を解くことができる。
(2) 語彙力の強化により、内容を的確に把握し、読解のスピードを上げる。
(3)Reading Strategyを使いながら、システマティックに読解力の向上を目指す。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト（3step/PowerWords)４０％ 課題・小テスト・授業参加度１０％ 期末テ
スト５０％

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

指示された箇所の予習とQuiz（小テスト）のための復習を確実に行うこと。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Select Readings Second Edition Intermediate教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Course Outline （導入）： 教材配布第1回

Chapter 4 Reading the Passage第2回

Chapter 4 Reading the Passage第3回
Chapter 4 Reading and Vocabualry Comprehension

第4回

Chapter 8 Reading the Passage第5回

e-learning教材学習テスト1回目 Chapter 8 Reading the Passage第6回
Chapter 8 Reading and Vocabulary Comprehension

第7回

Chapter 9 Reading the Passage第8回

Chapter 9 Reading the Passage第9回

Chapter 9 Reading and Vocabulary Comprehension第10回

Chapter 10 Reading the Passage第11回

e-learning教材学習テスト2回目Chapter 10 Reading the Passage第12回

Chapter 10 Reading and Vocabualry Comprehension第13回

Chapter 2 Reading the Passage第14回

Chapter 2 Reading the Passage / Review第15回

The Final Exam第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 4

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011009

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英5))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

有吉　由紀／Ariyoshi Yuki

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

E(英5)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

akinatsuhana▲gmail.com（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address
非常勤講師控え室
akinatsuhana@gmail.com

担当教員研究室/Office

akinatsuhana@gmail.com担当教員TEL/Tel
火曜日の授業の前後
akinatsuhana@gmail.com

担当教員オフィスアワー/Office hours

日本で働くさまざまな国籍、業種で活躍する人達の英語によるインタビューを収録した動画を主な
教材とします。彼らの仕事観、日本観、人生観を英語で学びながら、グローバルな社会で日本人と
して生きていくことへの関心と知識を深めていきます。最新のニュースや情報もとりいれながら、
英語のリスニング力、読解力、自己表現力を身につけていく授業です。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1．課題のインタビューやスピーチの概要を聞き取ることができる。
2．課題の記事やSNSの情報を読み、正確に概要を読み取ることができる。
3．自ら関心を持ったトピックスについて英語で情報収集ができるようになる。
4．平易な英語を使って自己表現することを楽しめるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト (20%+20%) 40％
授業の取り組み：小テスト20％、発表またはレポート20％、定期試験20％

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

各ユニット、必ず予習が必要です。課題の英語教材の視聴、音読練習と予習・復習プリントに十分
時間をかけて取り組んで下さい。予習、復習、小テストの範囲については、授業でお知らせします
。進度により、授業計画（教材のユニットやペア・グループワークの内容）は調整、変更すること
があります。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords
"Video Interviews with 14 Professionals Working in Japan”, Alice Gordenker & John
Rucynski,
CENGAGE Learning

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
ビデオ教材のインタビューやスピーチ、最新のニュースの中には、皆さんの将来に役立つヒントが
たくさんあると思います。「英語を勉強する」という意識から、「英語で学ぶ」ことは楽しい、と
思えるような授業に一緒にしていきましょう。積極的に授業に参加して、英語を身近に感じて下さ
い。

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
授業手法／
Lesson method

第1回
オリエンテーション
ビデオ学習の進め方について
Group work: Self Introduction

A
B

第2回
Sales Can Be Like Acting
Group Work: Various expressions for greetings

A
B

第3回
Travel Opens Up the World
Group Work: Positive and Negative Adjectives

A
B

第4回
Love Sells Cars
Group Work: Talking about Personalities and Strengths

A
B

第5回
Tanslating is More than Words
Group Work: Talking about Work Skills

A
B

第6回 e-learning教材学習テスト 1回目 A

第7回
Serve Up the Best Possible Service
Group Work: Talking about Part Time Jobs

A
B

第8回
Teaching is Helping Others Perform Their Best
Group Work: Talking about Part Time Jobs

A
B

第9回
Build a Happy Life
Group Work: Presentation Language

A
B

第10回
Trade Ideas for Positive Change
Group Work: Your Interests and Future Career

A
B

第11回
Connect Workers With Companies
Group Work: Key Messages from the Interviewees

A
B

第12回 e-learning教材学習テスト 2回目 A

第13回
Wrapping Up Group Activities
Preparing for a Mini Presentation

A
B

第14回 Mini Presentation
A
B
C

第15回
Mini Presentation
15回の授業の総括

A
B
C



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 4

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011010

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(E(英6))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

宇佐美　康子／Usami Yasuko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

宇佐美　康子／Usami Yasuko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

宇佐美　康子／Usami Yasuko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

E(英6)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

usamikan▲uma.bbiq.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

火曜日昼休み担当教員オフィスアワー/Office hours
今まで培ってきた一文一文を正確に読む力(精読力)を保持しつつ、ある程度まとまった量の英文を
、ある程度速く読んで、ある点についての情報をできるだけ正確に抜き出す、或いは、大意を取る
力(速読力)を育てる。英語文章の構成を学び、全体としての主題(main idea)、段落の主題を述べる
文(topic sentence)とそれを具体的に述べる文(supporting sentences)、段落間の関係、を取る練
習をする。また、聴解の活動とペア或いはグループでのディスカッション活動を通して、基本的英
語でのリスニング、ライティング、スピーキングの力を鍛え、オーラルコミュニケーションの基礎
を強化する。
現在多くの分野において、第一線の情報は、英語経由で最も早く詳しく数多く手に入る傾向にある
。その現状を前提に、実践で役立つような英語の読解力の向上を目指す。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

テキスト程度の英文をある程度の速さで読み、必要な情報を探せ、ある程度の大意が取れるように
なる。
必要な場合は、正確な英文理解のために基本文法が適用でき、正確に意味が取れるようになる。
文脈に応じて語彙の解釈ができるようになる。
基本的な英語を、聞いて理解できるようになる。
基本的な英語を用いて、自分の考えや感想を表現できようになる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

課外学習のe-learning 40%（3 Step-CALL と Power Words とを内容とするe-learning教材学習テス
ト2回、各30分程度）、定期試験45%、小テスト約12%、授業での提出物や積極的な授業への参加等約
3%。
課外学習の e-learningに関しては第１回目の授業の際に説明する。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

スキミング、スキャニング、主題(main idea)、段落の主題を述べる文(topic sentence)とそれを具
体的に述べる文(supporting sentences)

キーワード/Keywords

Business Sense, Andrew E. Bennett, NAN'UN-DO, ￥2,100+税(CD付き)
第1回目の授業の初めに教室でテキストを購入するので、代金を忘れずに。

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
毎回小テストをします。これは、好評です。
予習して授業に臨むことが原則です。
英語の力を維持し、さらに向上させるためには、大学での授業に加えて家庭での学習が必要です。
英語が苦手な学生もいると思いますが、努力すれば、必ず英語の力は向上します。がんばってくだ
さい。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション、
Unit 1 FedEx - An Express Courier Legend

第1回

Unit 2 The Students Who Started Google第2回

Unit 3 Emotional Intelligence in the Workplace第3回

Unit 4 Toyota - R&D Powerhouse第4回

Unit 5 Michael E. Porter - Management Guru第5回
第１回 e-learning教材学習テスト(30分程度)
Unit 6 Harley- Davidson - A legend Rolls On

第6回

Unit 7 Sporting Troubles - The Financial Fall of Leeds United第7回

Unit 8 Women in Business - Challenges and Triumphs第8回

Unit 9 Fighting African Poverty with Cell Phones第9回

Unit 10 The Creative Vision of Walt Disney第10回

Unit 11 Tata - India's Mega Group第11回
第２回 e-learning教材学習テスト(30分程度)
Unit 12 Gig Banks, Big Problems

第12回

Unit 13 The spending Habits of the Super Rich第13回

Unit 14 The Story of Marvel Comics第14回

Unit 15 Ben and Jerry's - Ice Cream and Socail Activism第15回

期末テスト第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011011

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

M1
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター（環境科学部1階）114担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours
本授業では、下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進める。多岐に
わたるトピックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養
成し、英語を運用するために必要な基礎力を向上させる。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、必
要に応じて使い分けられるようになる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (20%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト (40%: 1 回目 20%+2 回目 20%)

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回予習を兼ねて小テストを実施する。教科書各Unit最初のページの語彙を学習してくること。そ
の他予習・復習、課題は授業内およびLACS上で指示する。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords
TBA
※初回授業にて販売を行います。

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students



Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/2
Unit 1
Self-Introduction

第2回: 10/9

Unit 2第3回: 10/16

Unit 3第4回: 10/23

Unit 4第5回: 10/30

Unit 5第6回: 11/6
Unit 6
第1回e-learning教材学習テスト

第7回: 11/13

Midterm Exam第8回: 11/20

Unit 7第9回: 11/27

Unit 8第10回: 12/4

Unit 9第11回: 12/11

Unit 10第12回: 12/18
Unit 11
第2回e-learning教材学習テスト

第13回: 1/8

Unit 12第14回: 1/15

Unit 13第15回: 1/22

Final Exam第16回: 1/29



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011012

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

廣江　顕／Akira Hiroe

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟35(call1)／RoomC-35(call1)教室／Class room

M2
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ahiroe▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター廣江研究室（環境科学部1階）担当教員研究室/Office

095-819-2378担当教員TEL/Tel

メールにより随時受け付ける担当教員オフィスアワー/Office hours

論理的に大意を素早く日本語でまとめる訓練を行う。授業の概要及び位置づけ/Course overview

まとまった英文の大意をつかみながら、日本語と英語で要約ができるようになる。授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト(40%), 予習チェック(20%), 定期試験(40%)
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

rapid reading, listening, e-learning materialsキーワード/Keywords

プリント教材教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



廣江 顕/高等学校英語教員としての実務経験/高等学校英語教員としての実務経験を踏まえ、高等学
校の現場での英語科目の授業構成、指導法等々の変遷や『学習指導要領』の解説を行なっている。/
佐賀県立致遠館高等学校
佐賀県立唐津東高等学校

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction, sample listening test, e-learning教材の説明第1回

Listening 1, プリント教材(1)第2回

Listening 2, プリント教材(2)第3回

Listening 3, プリント教材(3)第4回

Listening 4, プリント教材(4)第5回

 Listening 5, プリント教材(5)第6回

e-Learning教材学習テスト(1)約30分程度,プリント教材(6)第7回

DVD教材(1), プリント教材(7)第8回

DVD教材(2), プリント教材(8)第9回

Listening 6, プリント教材(9)第10回

Listening 9, プリント教材(10)第11回

Listening 10, プリント教材(11)第12回

e-Learning教材学習テスト(2)約30分程度, プリント教材(12)第13回

Listening 11, プリント教材(13)第14回

まとめ第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011013

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［多文化］総合教育研究棟５Ｆ　ＣＡＬＬ教室／SGHSS CALL Room教室／Class room

M3
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3, 火3, 木4担当教員オフィスアワー/Office hours
まず、授業時に任意で指定したニュース教材を、必要な情報を探しながら、英文をはやく正確に読
む練習を行う。授業中に読んだ教材は、細部までの詳細な読みを課題として自宅で行い、翌週確認
作業を行う。医療関係の問題を扱ったプリント教材は、授業時に指定した構文や表現は、必ず身に
付けてもらう。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) 医療関係の話題をとりあげたCD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使
えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英字新聞の英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を理解するこ
とができる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40%、 e-learning教材学習テスト40%、 プレゼンペーパー等の提出物10%、 授業でのアク
ティビティ、小テスト 10% で行います。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回課せられる範囲の学習。
ほぼ毎回行われる小テストのための学習。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords
教科書（テキスト）：
The World We Live In (英宝社）￥1,800

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)



備考（URL）/Remarks (URL)
英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回
Reading （テキストUnit 1）
Flu Season (1)

第2回

Reading （テキストUnit 2）
Flu Season (1)

第3回

Reading （テキストUnit 3）
Flu Season (2)

第4回

Reading （テキストUnit 4）
Flu Season (2)

第5回

Reading （テキストUnit 5）
Flu Season (3)

第6回

e-learning 教材学習テスト第1回目
Reading （テキストUnit 6）

第7回

テキストを用いたショートプレゼン作成
Flu Season (3)

第8回

Reading （テキストUnit 7）
Flu Season (4)

第9回

 Reading （テキストUnit 8）
Flu Season (4)

第10回

Reading （テキストUnit 9）
Flu Season (5)

第11回

Reading （テキストUnit 10）
Flu Season (5)

第12回

e-learning教材学習テスト第2回目
Reading （テキストUnit 11）

第13回

Reading （テキストUnit 12）
テキスト教材を用いたプレゼン作成。

第14回

テキスト教材を用いたグループワーク、プレゼンテーション代表者コンテスト第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011014

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(K1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

環境科学部 Ｋ１
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

etudiants_nagu▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

095-819-2078 （教養教育事務室）担当教員TEL/Tel

水曜日１０時３０分より担当教員オフィスアワー/Office hours
環境や健康などの問題に関するCNNニュースを用いて、興味深い内容の英文を通して、環境問題や健
康、および世界情勢に対する関心をさらに高め、知識を得、役立てる。フレーズ・リーディングと
いう方法により、英語の理解度を高めると同時に、書く・話すための英文を作りあげる能力と技能
を伸ばす。また、この方法を繰り返して練習することで、聴く力を養う。総合的な英語の技能を定
着させ、さらに向上させる。また、英文法の復習を行い、英語の基礎及び応用力を身に付ける。ま
た、英字新聞を読む自信をつける。テキストの練習問題を通して、英語の４技能の総合的な向上を
目指す。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

環境問題や健康に対して関心を持ち、考えを深めることができる。書いたり話すための表現したい
ことを組み立てるための基本的な能力を養い、さらに向上させる。英文を英語で理解し（読み・聴
き） 、英語で考えて英語を使う（話す・書く）能力の基礎を養成し、確かなものにすることができ
る。発音の改善ができる。和訳の技術を高めることができる。応用的な文法の運用ができるように
なる。各自で目的を再認識し、英語の学習に対する意欲を持てるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験の成績を５０％、e-learning教材学習テストの結果を４０％、小テストを１０％を基準と
します。
また、受講中の態度や活動を非常に重視しますので、注意しましょう。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回必ず英単語を調べ、英文テキストを読み、音声教材を聴き、問題を解いて、授業に臨みましょ
う。
授業後は改めてテキストを熟読し、疑問点が残らないように理解を確かなものにします。小テスト
等で確認しますので、予習・復習を徹底しましょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リーディング ／ リスニング ／ スピーキング ／ 環境 ／ 健康 ／ 医療 ／ ＣＮＮニュース ／
世界情勢 ／ 英作文

キーワード/Keywords

『ＣＮＮニュースを用いたリスニング・リーディング スキルアップ』 （小笠原真司他： 朝日出版
社） （ＣＤ付き）
※ 英和辞典（電子辞書）を必携すること。

教科書・教材・参考書/Materials

授業には全回出席することを期待します。毎回必ず予習をしてCDを聴いてから臨みましょう。発声
を伴う学習の際は、積極的に参加してください。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業には必ず予習をして臨んでください。英単語の意味を予め調べておき、文章の大意をつかんで
おきます。目標を定めて、たゆまぬ努力をしましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

導入・授業内容の説明第１回 １０月 ２日

Unit １ Antislimming Hormones / Chocolate's Slimming Effects ?第２回 １０月 ９日

Unit ２ Early Birds Happier and Healthier ? / New Role for Insulin ?第３回 １０月１６日

Unit ３ Reef under Growing Threat / Surprising Algae under Article Ice第４回 １０月２３日

Unit ４ Cancerous Coloring ? / A Menu after One's Heart第５回 １０月３０日

Unit ６ Gene Linked to Longer Sleep / Sleep Linked to Heart Health第６回 １１月 ６日
【第１回 e-learning 教材学習テスト】
Unit ５ Clues to Einstein's Genius / Life Created from Skin Cells

第７回 １１月１３日

Unit ７ Amazon Dam Gets Go-ahead / Moving a Nation, Literally第８回 １１月２０日

Unit ９ 15 Million Tonnes Overweight / Penalties for Not Exercising第９回 １１月２７日

Unit １０ Pandemic of Inactivity / Red Meat Tied to Early Death第１０回 １２月 ４日

Unit １１ Debugging at Starbucks / New York Bans Large Sodas第１１回 １２月１１日

Unit １３ Dangerous Smog in Beijing / Record Smog in Beijing第１２回 １２月１８日
【第２回 e-learning 教材学習テスト】
Unit １２ Panda-enhanced Tea / Tequila Museum in Mexico

第１３回 １月 ８日

Unit １４ Concern about Quick-tempo TV / The Fear of Being Phoneless第１４回 １月１５日

Unit １５ Sharks under Threat / Shark Fin Goes Off the Menu第１５回 １月２２日

定期試験第１６回 ２月 ５日



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011015

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(G1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

G1
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター（教養教育講義棟B棟 １F）担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

金曜日２限目担当教員オフィスアワー/Office hours
ニュースを通して、時事ネタを英語で学ぶ。オーセンティックな教材を使用してリスニング、リー
ディング指導を行う。また、興味のあるニュースについて調べ、理解し、他者と意見交換を行う。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・簡単なニュースであれば、概要を理解できるようになる。
・自分が興味のあるニューストピックを見つけ、調べ、英語で概要をまとめられるようになる。
・自分の意見を簡潔に英語で伝えられるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト（２回）：４０％
授業中の取り組み、発表評価：２５％
小テスト：１５％
期末テスト：２０％

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

指定するUnitまで予習をしてくること。また、必要に応じてビデオ教材を視聴し、課題を提出する
こと。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

ニュース、CNN、BBCキーワード/Keywords

CNNショートニュースを用いたリスニング・リーディング教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
授業手法／
Lesson method

第1回
オリエンテーション
アンケートへの回答
グループ分け

F

第2回
Unit１、Unit２
新聞記事の構成
グループ内でのディスカッション

A
B

第3回
Unit３、Unit４
Short newsの構成
グループ内でのディスカッション

A
B

第4回
Unit５、Unit６
Head lineの書き方
グループ内でのディスカッション

A
B

第5回
Unit７
気づきとは何かを理解する
グループ内でのディスカッション

A
B

第6回
Unit８、Unit９
アクセントとイントネーションについて理解する
グループ内でのディスカッション

A
B

第7回
e-learning教材学習テスト（１回目）
グループで興味のあったニュースを選び、関連記事を探す、調べる。
関連記事について自分達の意見をまとめる。

A
B

第8回
プレゼンテーションに使用するフレーズを学ぶ
関連記事について自分達の意見をまとめる。

A
B

第9回 プレゼンテーション
A
B

第10回
UNIT１０,、UNIT１１
前回のフィードバック
グループ内でのディスカッション

B

第11回
Unit１２、Unit１３
関連記事を読む
グループ内でのディスカッション

D

第12回
Unit１４、Unit１５
関連記事を読む
グループ内でのディスカッション

D

第13回
e-learning教材学習テスト（２回目）
グループで興味のあったニュースを選び、関連記事について自分達の意
見をまとめる。

D

第14回
グループで興味のあったニュースを選び、関連記事について自分達の意
見をまとめる。

B

第15回 プレゼンテーション
A
C



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011016

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(G2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西原　俊明／Nishihara Toshiaki

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［多文化］総合教育研究棟５Ｆ　ＣＡＬＬ教室／SGHSS CALL Room教室／Class room

（G2のみ）
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

t-nishi▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター110担当教員研究室/Office

095-819-2095担当教員TEL/Tel

火曜日13:00以降 他は、only by appointment担当教員オフィスアワー/Office hours
基礎的な英語運用能力を高めることを授業のねらいとする。特に、音声言語によるコミュニケーシ
ョン能力向上を目指す。また、リスニング教材・リーデイング教材として時事英語にふれる。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

授業を通して、種々の速読のスキル、リスニングストラテジー、英語によるコミュニケーション活
動に慣れ、基礎的なコミュニケーション能力を身につけることを目標とする。また、動詞の中核イ
メージを理解し、日本語直訳によらない英語表現、特に、Plain Englishの基礎を身につける。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

評価は、e-learning学習(3Step ＋Power Words)(40%)、小テスト(50%)、積極的な授業への参加
(10%)等を総合的に判断する。
3StepとPower Wordsを用いてのe-learning学習は、2回のe-learning教材学習テストでもって評価す
る。1回目は、11/11?11/15、2回目は1/6?1/10に実施されます。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回取り上げる動詞の基本イメージを理解するアプリを通して、英文をアウトプットできるように
練習すること。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Reading and listening strategiesキーワード/Keywords

Better Health for Every Day （金星堂）教科書・教材・参考書/Materials

毎回、復習を行うこと。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業で紹介される聞き取りのこつ等を配布される電子化教材を用いて必ず復習すること。学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

第1回 オリエンテーション
授業の進め方、及び授業で取り上げるスキルの概要説明

第1回

第2回 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(1), What clountry is the fattest in the world?第2回

第3回 速読(phrase reading)とWhat do you know about sleep talking?第3回

第4回 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(2), Why ate bug bites dangerous?第4回

第5回 速読(phrase reading) What kind of bacteria can be found in the Great Barrier Reef?第5回

第6回 Turn-taking (1),HOw much caffeine can we take?第6回
第7回 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(3), Turn-taking (2)
1回目のe-learning教材学習テスト 11/11?11/15の間で実施

第7回

第8回 速読(phrase reading)とWhat can happen when you are to clean?第8回

第9回 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(4), Current Issues第9回
第10回 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(5) Why do many of us develop fear of heights with
age?

第10回

第11回 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(6), What are the dangers of a sweltering summer?第11回
第12回 速読(phrase reading)とWhich makes a better athlete, being a night owl or an early
bird?

第12回

第13回 Information gap practice (pair work (7)
2回目のe-learning教材学習テスト 1/6?1/10の間で実施

第13回

第14回 ELTS Writing入門第14回
速読(6)とsummarizing
まとめ

第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011017

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(P1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

古村　由美子／Yumiko Furumura

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

古村　由美子／Yumiko Furumura

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

古村　由美子／Yumiko Furumura

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

薬学1年（P1）
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

furumura▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

文教キャンパス共用校舎２ １階（総合体育館裏）担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業の前後、または個別相談は事前にメールで時間を約束してから研究室へ来てください。担当教員オフィスアワー/Office hours
Voice of America(VOA)のニュースを題材とし、主にリスニング力を高めると同時にそのニュースを
読んで理解する活動も行う。内容を把握するためのactivityをペアやグループで行い、学習した表
現を使用する練習も行なう。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

ListeningとReadingによる理解力を伸ばすことを目標とする。トピックについての理解を高めるた
め、グループやペアでのactivityを行うことにより、能動的に学び、また自分の考えを英語で表現
できるようになることを目指す。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

授業参加態度：20% e-learning教材学習テスト2回（20%×2）40%, 期末テスト：４0%
（注意）６回以上欠席した場合（公欠は除く）は単位修得ができない。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業外でもVOA音声ダウンロードサイトへ入って、音声を何度も聴くこと。授業後の復習を行なうこ
と。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リスニングスキル、リーディングスキル, Health & Environmentキーワード/Keywords
Health & Environment Reports from VOA Volume 2, by Seisuke Yasunami /Richard S. Lavin, 松
柏社

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

http://www.shohakusha.com/free/sound/h.html （音声ダウンロードサイト）備考（URL）/Remarks (URL)
欠席1回-３点、遅刻1回?１点：開始２０分後まで入室は遅刻、それ以降の入室は欠席とみなします
。

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation, Unit 1 Are hot drinks dangerous?第１回 10/2

Unit 1. Are hot drinks dangerous?第２回 10/9

Unit 2 Plastic bottles on your feet?第３回 10/16

Unit 2. Plastic bottles on your feet? / Unit 3 Fitness Trackers for weight loss?第４回 10/23

Unit 3 Fitness Trackers for weight loss?第５回 10/30

Unit 4 Going, Going……第６回 11/6
Unit 4 Going, Going……/ Unit 5 Is early cancer detection possible?
e-learning教材学習テストNo.1(People at Work U.1?U.2, Power Words Level 6:U. 1-20)

第７回 11/13

Unit 5 Is early cancer detection possible?第８回 11/20

Unit 6 The air is killing me!第９回 11/27

Unit 6 The air is killing me!/ Unit 7 Hi, robot!第１０回 12/4

Unit 7 Hi, robot!第１１回 12/11

Unit 8 Tech to solve energy problems in Vietnam?第１２回 12/18
Unit 8 Tech to solve energy problems in Vietnam?/Unit 9 Sunshine for health?
e-learning教材学習テストNo.2 ( People at Work U.3?U.4, Power Words level 6: U. 21-50)

第１３回 1/8

Unit 9 Sunshine for health?第１４回 1/15

Unit 10 Better sun-dried fish第１５回 1/22

Term Examination：Dictation, Vocabulary, 内容理解, 表現第16回 1/29



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011018

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(P2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

廣江　顕／Akira Hiroe

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟35(call1)／RoomC-35(call1)教室／Class room

P2
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ahiroe▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター廣江研究室（環境科学部東棟1階）担当教員研究室/Office

095-819-2378担当教員TEL/Tel

メールにより随時受け付ける担当教員オフィスアワー/Office hours

論理的に大意を素早く日本語であるいは英語でまとめる訓練を行う。授業の概要及び位置づけ/Course overview

まとまった英文の大意をつかみながら、日本語と英語で要約ができるようになる。授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト(40%), 予習チェック(20%), 定期試験(40%)
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

rapid reading, listening, e-learning materialsキーワード/Keywords

『ニュースとエッセイで読む健康、自然、生命』、英宝社、1800円（税別）教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



廣江 顕/高等学校英語教員としての実務経験/高等学校英語教員としての実務経験を踏まえ、高等学
校の現場での英語科目の授業構成、指導法等々の変遷や『学習指導要領』の解説を行なっている。/
佐賀県立致遠館高等学校
佐賀県立唐津東高等学校

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction, sample listening test, e-learning教材の説明第1回

Listening 1, テキストUnit1第2回

Listening 2, テキストUnit2第3回

Listening 3, テキストUnit3第4回

Listening 4, テキストUnit4第5回

Listening 5, テキストUnit5第6回

e-learning教材学習テスト(1)（約30分程度）, テキストUnit6第7回

DVD教材(1), テキストUnit8第8回

DVD教材(2), テキストUnit9第9回

Listening 6, テキストUnit10第10回

テキストUnit11第11回

Listening 7, テキストUnit12第12回

e-learning教材学習テスト(2)（約30分程度), テキストUnit13第13回
Listening 8
テキストUnit14&15

第14回

まとめ第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011019

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T1)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟16／RoomC-16教室／Class room

T1
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

soshi▲tea.ocn.ne.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業終了後（授業時の教室）担当教員オフィスアワー/Office hours
対話や会話といった、コミュニケーションを主要目的とする言葉のやりとりについては、なにより
も相手を理解するための聴解力を基盤に持つことが必要である。発話力というのも聴解力あっての
発話力であって、聴解力さえ身につけば、発話力はそれに応じて自然にその進歩が期待できるもの
である。本講座では、これまで『聞く』ことにあまり時間を割いてこなかった学校教育の弊害を可
能な限り克服する意味で、サバイバル英語（及び米語）、必要最低限の英語（及び米語）、を徹底
的に学びながら、聴解力と発話力の増強を図ることを第一義的な目的に据えるものである。位置づ
けとしては、その能力促進に力点を置いたものと言える。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

?@英語音声学の知見に基づく授業を通して、英語の音変化の特徴や法則性を理解し、現状以上に英
語聴解力を向上させることができる。
?A習得した英語の音変化の特徴や法則性を日常英会話に応用させるべく、実際に英語を使ってコミ
ュニケーションを図る際、円滑な意思の疎通を可能とする正確な発音ができる。
?B習得した英語表現を日常英会話に応用させ、現状以上に英語発話力を向上させることができる。
?C各種英語資格・検定試験等のリスニング部門で現状以上の得点をあげるとともに、実用英語運用
能力を向上させることができる。
?D英文の速読、及び直読直解ができる。
?E日本と諸外国の市民レベルでの生活習慣や生活文化等の差異を正しく認識し、日本人とは異なる
価値観や行動様式を持つ人々の存在と多様性を理解することができる。
?F異文化理解の視座から、固定観念で物事を断定せず、常に判断の保留の気持ちと態度を持ってコ
ミュニケーションを図ることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験50%、受講態度、及び授業中の自発的な演習活動（授業中の発表等）10%、課外学習のe-
learning教材学習テスト40%（1回目20%＋2回目20%）等の総合判定によって評価を行なう。なお、課
外学習のe-learningに関しては第1回目の授業の際に説明する。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前学習としては、予習時に前週の履修内容を再確認するとともに、出された課題には確実に取り
組んで授業に臨んでいただきたい。事後学習としては、履修事項の復習と指示を行なった音声面の
トレーニングを翌週の授業まで継続させておくことを必須としたい。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



音法、リピーティング、シャドーイング、オーバーラッピング、クイックレスポンス、直読直解、
異文化理解

キーワード/Keywords

英語リスニング‐聞き取るための入門講座（ハンドアウト教材）教科書・教材・参考書/Materials
配布された教材に対する予習復習は必須である。特に、毎時学んだ内容に関し、毎日のトレーニン
グを継続させることによって、実用英米語運用能力の促進が可能となる。従って、復習に力点を置
いた学習姿勢が望まれる。なお、授業時には発表活動（積極的かつ自発的な発言等）が求められる
が、これをポイント制として成績評価の際に加点するため、自主的な姿勢で臨んでほしい。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業時には辞書必携です。授業時間内での学習のみで能力を促進させるには限界があるため、例え
ばNHK教育テレビやラジオの語学番組等を視聴、聴取するなど、とにかく毎日英語に接する時間を捻
出することが望まれます。英語に親しむことを習慣にできれば上達は必ず期待できます。限られた
時間ですが、一緒にがんばりましょう!!

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション（授業方針についての説明、教材の配布、アンケートほか）／『なぜ日本人は
英語の聞き取りが苦手なのか？』分析結果の報告と対策法について

第1回

プレテスト、つながる音とカタカナ英語、近似カナ表記、母音、半母音/j/, /w/, /r/第2回

/r/と/l/の発音、子音、調音形式、調音点、有声音と無声音、閉鎖音についての解説第3回

子音の分類表を基にした音素に関する基礎知識の確認、単語レベルの発音クリニック第4回

『音の連結』を聞き取るパターン（リエゾンの原則）、/t/, /d/, /g/の脱落、/t/, /d/のラ行音化第5回

連結しない場合の/l/, /h/の脱落、半母音/j/、/n/+/t/と/n/+/d/による音変化第6回
e-learning教材学習テスト（1回目）、『閉鎖音の連続による脱落』、『同じ子音の連続による脱落
』を聞き取るパターン

第7回

『同化』を聞き取るパターン(1)（半母音/j/に絡む音変化）第8回
『同化』を聞き取るパターン(2)（半母音/j/に絡む音変化）、『調音点が近い子音の連続』を聞き
取るパターン

第9回

『同化』を聞き取るパターン(3)（/n/の後続音への影響）第10回

On an Airplane(1)第11回

On an Airplane(2)第12回

e-learning教材学習テスト（2回目）、At an Airport(1)第13回

At an Airport(2)第14回

Taking a taxi、まとめ第15回
定期試験

※上記授業内容に関する補足
基本的な音法を習得した後に旅行英会話等への応用を試みるが、トレーニングに加え、毎回詳細に
解説を施す予定であるため、上記の進度設定が変動する場合もある。

第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011020

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

隈上　麻衣／Kumagami Mai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

隈上　麻衣／Kumagami Mai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

T2
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

mkumagami▲nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター（環境科学部1階）114担当教員研究室/Office

095-819-2172担当教員TEL/Tel

水曜3限（メールでも受け付ける）担当教員オフィスアワー/Office hours
本授業では、下記のテキストを使用し、英文読解・聞き取り・作文を中心に学習を進める。多岐に
わたるトピックに関して、簡潔にまとめ、説明・議論するために必要な語彙力や論理的思考力を養
成し、英語を運用するために必要な基礎力を向上させる。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

与えられた言語資料の細部まで理解する読み方・聞き方と大意を掴むための読み方・聞き方を、必
要に応じて使い分けられるようになる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

Attendance & Participation (10%), Quiz (20%), Midterm Exam (15%), Final Exam (15%), e-
learning教材学習テスト (40%: 1 回目 20%+2 回目 20%)

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回予習を兼ねて小テストを実施する。教科書各Unit最初のページの語彙を学習してくること。そ
の他予習・復習、課題は授業内およびLACS上で指示する。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords
TBA
※初回授業にて販売を行います。

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students



Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation第1回: 10/2
Unit 1
Self-Introduction

第2回: 10/9

Unit 2第3回: 10/16

Unit 3第4回: 10/23

Unit 4第5回: 10/30

Unit 5第6回: 11/6
Unit 6
第1回e-learning教材学習テスト

第7回: 11/13

Midterm Exam第8回: 11/20

Unit 7第9回: 11/27

Unit 8第10回: 12/4

Unit 9第11回: 12/11

Unit 10第12回: 12/18
Unit 11
第2回e-learning教材学習テスト

第13回: 1/8

Unit 12第14回: 1/15

Unit 13第15回: 1/22

Final Exam第16回: 1/29



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011021

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M4)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟35(call1)／RoomC-35(call1)教室／Class room

M4
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3, 火3, 木4担当教員オフィスアワー/Office hours
まず、授業時に任意で指定したニュース教材を、必要な情報を探しながら、英文をはやく正確に読
む練習を行う。授業中に読んだ教材は、細部までの詳細な読みを課題として自宅で行い、翌週確認
作業を行う。医療関係の問題を扱ったプリント教材は、授業時に指定した構文や表現は、必ず身に
付けてもらう。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) 医療関係の話題をとりあげたCD教材を聞いて、必要な情報を聞き取り、使われた重要な表現を使
えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英字新聞の英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を理解するこ
とができる。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40%、 e-learning教材学習テスト40%、 プレゼンペーパー等の提出物10%、 授業でのアク
ティビティ、小テスト 10% で行います。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回課せられる範囲の学習。
ほぼ毎回行われる小テストのための学習。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords
教科書（テキスト）：
『英語コミュニケーション教本』（英光社）1900円

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)



備考（URL）/Remarks (URL)
英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回
Reading （テキストUnit 1）
Flu Season (1)

第2回

Reading （テキストUnit 2）
Flu Season (1)

第3回

Reading （テキストUnit 3）
Flu Season (2)

第4回

Reading （テキストUnit 4）
Flu Season (2)

第5回

Reading （テキストUnit 5）
Flu Season (3)

第6回

e-learning 教材学習テスト第1回目
Reading （テキストUnit 6）

第7回

テキストを用いたショートプレゼン作成
Flu Season (3)

第8回

Reading （テキストUnit 7）
Flu Season (4)

第9回

 Reading （テキストUnit 8）
Flu Season (4)

第10回

Reading （テキストUnit 9）
Flu Season (5)

第11回

Reading （テキストUnit 10）
Flu Season (5)

第12回

e-learning教材学習テスト第2回目
Reading （テキストUnit 11）

第13回

Reading （テキストUnit 12）
テキスト教材を用いたプレゼン作成。

第14回

テキスト教材を用いたグループワーク、プレゼンテーション代表者コンテスト第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011022

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M5)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

谷川　晋一

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

谷川　晋一

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

谷川　晋一

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

M5
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

shintanigawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

総合研究棟10階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

メールでの申請によって対応担当教員オフィスアワー/Office hours
毎回、学生生活にとって身近な話題を取り上げ、eメールを使った読解・作文と会話文を使った聴き
取り・発話を行う。基礎的な語彙や文法に重点を置いた読解・作文を行いつつ、音声規則やシャド
ーイング等を取り入れた聴き取りや発話を行うことで、コミュニケーション活動に活用できる英語
力を向上させる。最終的には、適確な文章構成に沿った作文や発表を行う。また、医学部看護学科
を対象としたクラスであるため、定期的に、医療や看護、健康に関わるトピックを扱う。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・基礎的な音声規則を理解し、効率的にリスニングとスピーキングができるようになる。
・学生生活に活用できる基礎的な語彙や表現を着実に身につけ、自分自身で適切に用いることがで
きるようになる。
・指定されたテーマに沿って自分の意見を簡潔に述べるような作文や発表ができるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト: 40%
日頃の学習状況: 40%
中間・期末課題: 20%

日頃の学習状況には、小テストのスコア、課題の提出状況、eラーニングの進捗状況、授業参加態度
が含まれます。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords
特定の教科書等は使用せず、プリント等の配布資料を用いる。
参考書等は、講義中に提示する。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
原則として、全回出席をしなければ単位は成立しない。また、この授業では、予習・復習を前提と
した出席と小テスト・課題を中心に、成績評価を行う。出席したとしても、予習・復習が不十分で
ある場合には、必然的に、点数が低くなるため、その点に留意して、積極的に授業に取り組むこと
。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション & 準備学習第1回: 10/2

配布資料1第2回: 10/9

配布資料2第3回: 10/16

配布資料3第4回: 10/23

配布資料4第5回: 10/30

配布資料5第6回: 11/6

e-learning教材学習テスト (1) & 配布資料6第7回: 11/13

配布資料7第8回: 11/20

中間課題第9回: 11/27

配布資料8第10回: 12/4

配布資料9第11回: 12/11

配布資料10第12回: 12/18

e-learning教材学習テスト (2) & 配布資料11第13回: 1/8

配布資料12第14回: 1/15

配布資料13第15回: 1/22

期末課題第16回: 1/29



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011023

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(M6)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟16／RoomC-16教室／Class room

M6
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

soshi▲tea.ocn.ne.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業終了後（授業時の教室）担当教員オフィスアワー/Office hours
対話や会話といった、コミュニケーションを主要目的とする言葉のやりとりについては、なにより
も相手を理解するための聴解力を基盤に持つことが必要である。発話力というのも聴解力あっての
発話力であって、聴解力さえ身につけば、発話力はそれに応じて自然にその進歩が期待できるもの
である。本講座では、これまで『聞く』ことにあまり時間を割いてこなかった学校教育の弊害を可
能な限り克服する意味で、サバイバル英語（及び米語）、必要最低限の英語（及び米語）を徹底的
に学びながら、聴解力と発話力の増強を図ることを第一義的な目的に据えるものである。位置づけ
としては、その能力促進に力点を置いたものと言える。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

?@英語音声学の知見に基づく授業を通して、英語の音変化の特徴や法則性を理解し、現状以上に英
語聴解力を向上させることができる。
?A習得した英語の音変化の特徴や法則性を日常英会話に応用させるべく、実際に英語を使ってコミ
ュニケーションを図る際、円滑な意思の疎通を可能とする正確な発音ができる。
?B習得した英語表現を日常英会話に応用させ、現状以上に英語発話力を向上させることができる。
?C各種英語資格・検定試験等のリスニング部門で現状以上の得点をあげるとともに、実用英語運用
能力を向上させることができる。
?D英文の速読、及び直読直解ができる。
?E日本と諸外国の市民レベルでの生活習慣や生活文化等の差異を正しく認識し、日本人とは異なる
価値観や行動様式を持つ人々の存在と多様性を理解することができる。
?F異文化理解の視座から、固定観念で物事を断定せず、常に判断の保留の気持ちと態度を持ってコ
ミュニケーションを図ることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験50%、受講態度、及び授業中の自発的な演習活動（授業中の発表等）10%、課外学習のe-
learning教材学習テスト40%（1回目20%＋2回目20%）等の総合判定によって評価を行なう。なお、課
外学習のe-learningに関しては第1回目の授業の際に説明する。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前学習としては、予習時に前週の履修内容を再確認するとともに、出された課題には確実に取り
組んで授業に臨んでいただきたい。事後学習としては、履修事項の復習と指示を行なった音声面の
トレーニングを翌週の授業まで継続させておくことを必須としたい。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



音法、リピーティング、シャドーイング、オーバーラッピング、クイックレスポンス、直読直解、
異文化理解

キーワード/Keywords

英語リスニング‐聞き取るための入門講座（ハンドアウト教材）教科書・教材・参考書/Materials
配布された教材に対する予習復習は必須である。特に、毎時学んだ内容に関し、毎日のトレーニン
グを継続させることによって、実用英米語運用能力の促進が可能となる。従って、復習に力点を置
いた学習姿勢が望まれる。なお、授業時には発表活動（積極的かつ自発的な発言等）が求められる
が、これをポイント制として成績評価の際に加点するため、自主的な姿勢で臨んでほしい。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業時には辞書必携です。授業時間内での学習のみで能力を促進させるには限界があるため、例え
ばNHK教育テレビやラジオの語学番組等を視聴、聴取するなど、とにかく毎日英語に接する時間を捻
出することが望まれます。英語に親しむことを習慣にできれば上達は必ず期待できます。限られた
時間ですが、一緒にがんばりましょう!!

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション（授業方針についての説明、教材の配布、アンケートほか）／『なぜ日本人は
英語の聞き取りが苦手なのか？』分析結果の報告と対策法について

第1回

プレテスト、つながる音とカタカナ英語、近似カナ表記、母音、半母音/j/, /w/, /r/第2回

/r/と/l/の発音、子音、調音形式、調音点、有声音と無声音、閉鎖音についての解説第3回

子音の分類表を基にした音素に関する基礎知識の確認、単語レベルの発音クリニック第4回

『音の連結』を聞き取るパターン（リエゾンの原則）、/t/, /d/, /g/の脱落、/t/, /d/のラ行音化第5回

連結しない場合の/l/, /h/の脱落、半母音/j/、/n/+/t/と/n/+/d/による音変化第6回
e-learning教材学習テスト（1回目）、『閉鎖音の連続による脱落』、『同じ子音の連続による脱落
』を聞き取るパターン

第7回

『同化』を聞き取るパターン(1)（半母音/j/に絡む音変化）第8回
『同化』を聞き取るパターン(2)（半母音/j/に絡む音変化）、『調音点が近い子音の連続』を聞き
取るパターン

第9回

『同化』を聞き取るパターン(3)（/n/の後続音への影響）第10回

On an Airplane(1)第11回

On an Airplane(2)第12回

e-learning教材学習テスト（2回目）、At an Airport(1)第13回

At an Airport(2)第14回

Taking a taxi、まとめ第15回
定期試験

※上記授業内容に関する補足
基本的な音法を習得した後に旅行英会話等への応用を試みるが、トレーニングに加え、毎回詳細に
解説を施す予定であるため、上記の進度設定が変動する場合もある。

第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011024

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(D1・D2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

古村　由美子／Yumiko Furumura

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

古村　由美子／Yumiko Furumura

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

古村　由美子／Yumiko Furumura

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

歯学１年（D1・D2）
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

furumura▲nagasaki-u.ac.jp （メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

共用校舎２ １階（文教地区体育館裏）担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業の前後、または個別相談は事前にメールで時間を約束してから研究室へ来てください。担当教員オフィスアワー/Office hours
Voice of America(VOA)のニュースを題材とし、主にリスニング力を高めると同時にそのニュースを
読んで理解する活動も行う。内容を把握するためのactivityをペアやグループで行い、学習した表
現を使用する練習も行なう。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

ListeningとReadingによる理解力を伸ばすことを目標とする。トピックについての理解を高めるた
め、グループやペアでのactivityを行うことにより、能動的に学び、また自分の考えを英語で表現
できるようになることを目指す。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

授業参加態度：20% E-learning教材学習2回（20%×2）40%, 期末テスト：40%
（注意）６回以上欠席した場合（公欠は除く）は単位修得ができない。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業外でもVOA音声ダウンロードサイトへ入って、音声を何度も聴くこと。授業後の復習を行なうこ
と。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リスニングスキル、リーディングスキル, Health & Environmentキーワード/Keywords
Health & Environment Reports from VOA Volume 2, by Seisuke Yasunami /Richard S. Lavin, 松
柏社

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

http://www.shohakusha.com/free/sound/h.html （音声ダウンロードサイト）備考（URL）/Remarks (URL)
欠席1回 -３点、遅刻１回 -１点：開始２０分後まで入室は遅刻、それ以降の入室は欠席とみなしま
す。

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation, Unit 1 Are hot drinks dangerous?第１回 10/2

Unit 1. Are hot drinks dangerous?第２回 10/9

Unit 2 Plastic bottles on your feet?第３回 10/16

Unit 2. Plastic bottles on your feet? / Unit 3 Fitness Trackers for weight loss?第４回 10/23

Unit 3 Fitness Trackers for weight loss?第５回 10/30

Unit 4 Going, Going……第６回 11/6
Unit 4 Going, Going……/ Unit 5 Is early cancer detection possible?
e-learning教材学習テストNo.1(American Daily Life U.1?U.2, Power Words Level 4:U. 1-20)

第７回 11/13

Unit 5 Is early cancer detection possible?第８回 11/20

Unit 6 The air is killing me!第９回 11/27

Unit 6 The air is killing me!/ Unit 7 Hi, robot!第１０回 12/4

Unit 7 Hi, robot!第１１回 12/11

Unit 8 Tech to solve energy problems in Vietnam?第１２回 12/18
Unit 8 Tech to solve energy problems in Vietnam?/Unit 9 Sunshine for health?
e-learning教材学習テストNo.2 (American Daily Life U.3?U.5, Power Words level 4: U. 21-50)

第１３回 1/8

Unit 9 Sunshine for health?第１４回 1/15

Unit 10 Better sun-dried fish第１５回 1/22

Term Examination：Dictation, Vocabulary, 内容理解, 表現第１６回 1/29



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011025

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T9)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

加島　巧／Kashima Takumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

加島　巧／Kashima Takumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

加島　巧／Kashima Takumi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟24／RoomA-24教室／Class room

T9
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kashima▲tc.nagasaki-gaigo.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控え室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業時間の前後担当教員オフィスアワー/Office hours
ねらい：簡単な英語で書かれたテキストを読みながら、様々な練習問題を解いていくことで、英文
の理解を深めます。併せて、プリントの使用で、様々な英語の問題を解いてゆきます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

到達目標：大学入学時までに培われてきた総合的な学力を前提に辞書なしでもテキストの英語をよ
めるようになることを目指します。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験60％ e-learning教材学習テスト40％ （1回目20％＋2回目20％）
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回指定された分量のテキストを読んで、授業に臨むこと。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

2，300語の語彙でかかれたテキスト コナン・ドイル シャーロック・ホームズキーワード/Keywords
Sir Arthur Conan Doyle: Sherlock Holmes Short Stories (Pearson English Readers) 第一回目
の授業で教室にて販売します。
プリント

教科書・教材・参考書/Materials

定期試験の受講資格は規定による。教科書は必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業中の携帯電話の使用は厳禁とします。遅刻もしないように。学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ第1回
テキストの理解と映像での理解 The Man with the Twisted Lip （4回で読了した後に内容理解確認
テストを行う。）

第2回

テキストの理解と映像での理解第3回

テキストの理解と映像での理解第4回

テキストの理解と映像での理解第5回

テキストの理解と映像での理解 The Patient （4回で読了した後に内容理解確認テストを行う。）第6回
e-learning 教材学習テスト1回目
テキストの理解と映像での理解

第7回

テキストの理解と映像での理解第8回

テキストの理解と映像での理解第9回
テキストの理解と映像での理解The Disappearance of Lady Frances Carfax （4回で読了した後に
内容理解確認テストを行う。）

第10回

テキストの理解と映像での理解第11回

テキストの理解と映像での理解第12回
e-learning 教材学習テスト2回目
テキストの理解と映像での理解

第13回

テキストの理解と映像での理解 The Three Garridebs第14回

テキストの理解と映像での理解第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011026

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T10)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

中村　吏花／Nakamura Rika

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

中村　吏花／Nakamura Rika

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

中村　吏花／Nakamura Rika

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟33／RoomA-33教室／Class room

T10
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

arthur410▲hotmail.co.jp(必ず件名に授業科目・学生番号・氏名を記入すること）（メールを送信
する際は▲を@に置き換えて送信してください）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

arthur410▲hotmail.co.jp(必ず件名に授業科目・学生番号・氏名を記入すること）担当教員TEL/Tel

水曜昼休み、授業前後担当教員オフィスアワー/Office hours
様々な場面設定でのリーディングとリスニング学習。速読で大意をつかみ、精読で正確な読解をす
る。インターネット、プリントなどを使った文化や社会事情の学習を含む。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1. 自分が必要とする情報を正しく適切に読み取ることができる。2. 基本的な文法・構文・表現方
法を習得し、英語を正しく理解することができる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40％、ペアでの会話発表10％、積極的な授業への参加状況10％、e-learning教材学習テス
ト40% （60点以上合格）

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

テキストには音声が付いているので、リーディングの課題であっても音声を確認すること。内容が
よくつかめないときは、「何がわからないのか」を明らかにしてきてください。文の構造がどうな
っているのか、その文脈ではどういう意味でその単語が使われているのか、代名詞が何を指してい
るか、など細かく確認していくと、わからないところがはっきりすると思います。リスニングに関
しては、一度で完全に聞き取れる人はなかなかいないですから、何度も繰り返し聞いてください。1
日5回、10回‥それを2日、3日と続けていくうちに、少しずつ英語の音が耳に入っていくようになり
ます。最初は1つの単語、1つの母音・子音だけでも構わないので、聞き取れた音を書き取ってみて
ください。継続していけば、必ず書き取れる量が増えていきます。それで自分が聞き取れるように
なっていっていることが確認できると思います。授業の後で再度その内容を振り返ることで英語が
定着していきますので、忘れないうちに復習しましょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

西原俊明『健康的な生活から学ぶ大学総合英語Good Health, Better Life』(2019年、金星堂）教科書・教材・参考書/Materials
授業には必ず予習復習をして臨み、辞書を持参してください(通話・メール機能の付いた電子機器の
電子辞書としての使用は原則不可です）。3分の2以上の出席がなければ受験資格を失います(入院・
出席停止の伝染病等を除き病欠も欠席扱いとします。正当な理由で欠席する場合は、その証明とな
る書類を提出してください(コピー可）。授業開始時刻から30分までは遅刻扱いとなります。それ以
降の入室は欠席扱いとなります。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

予習・授業・復習をセットにして頑張りましょう。学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

授業の進め方の説明、What Are the Differences between Real and Robotic Pets?1(ディクテイシ
ョン）

1回（10月2日）

What Are the Differences between Real and Robotic Pets?2(リーディング)2回（10月9日）
What Are the Differences between Real and Robotic Pets?3(英作文)、How Better to Release
Your Stress?1(リスニング）

3回(10月16日）

How Better to Release Your Stress?2(リーディング）、Which Makes a Better Athlete, Being a
Night Owl or an Early Bird?1(リスニング）

4回（10月23日）

Which Makes a Better Athlete, Being a Night Owl or an Early Bird?2(リーディング)、What
Are the Dangers of a Sweltering Summer?1(リスニング）

5回（10月30日）

What Are the Dangers of a Sweltering Summer?2(リーディング)、What Do Many of Us Develop
Fear of Heights with Age?1(リスニング）

6回（11月6日）

e-learning教材学習テスト1回目 、What Do Many of Us Develop Fear of Heights with Age?2(リ
ーディング)

7回（11月13日）

インターネット上の英語を聞く1、What Can Happen When You're Too Clean?1(リスニング)8回（11月20日）
What Can Happen When You're Too Clean?2(リーディング)、How Does the Love Hormone Oxytocin
Work to Improve Relationships?1(リスニング)

9回（11月27日）

How Does the Love Hormone Oxytocin Work to Improve Relationships?2(リーディング)、インタ
ーネット上の英語を読む1

10回（12月4日）

インターネット上の英語を読む2、How Much Caffeine Can We Take?1(ディクテイション)11回（12月11日）

How Much Caffeine Can We Take?2(リスニング、リーディング）12回（12月18日）

e-learning教材学習テスト2回目 、インターネット上の英語を聞く213回（1月8日）

ペア発表14回（1月15日）

リスニング・リーディングのポイント確認15回（1月22日）

定期試験16回（1月29日）



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011027

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英1))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

松元　浩一／ Koh-ichi Matsumoto

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

松元　浩一／ Koh-ichi Matsumoto

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

松元　浩一／ Koh-ichi Matsumoto

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

L(英1))
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kmat▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育学部本館617号担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

木曜日12:00?12:50担当教員オフィスアワー/Office hours
(1) TOEIC, TOEFL等の読解テストにも役立つように英文を正確に読み（精読），早く読み解くこと
（速読）ができる．
(2) 英文中の重要な語句や表現を習得し，英語による発信（英作文・英会話）にも応用できる．

授業の概要及び位置づけ/Course overview

TOEICの読解力問題で70％?80％くらいの正解を得ることができる．授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

(1) 授業内容に関する確認テスト第1回と第2回の成績 60％
(2) e-learning教材学習テスト 40％（1回目20％＋2回目20％）
 （この点に関しては第1回目の授業時に説明する）
(3) 「便覧」にあるとおり，授業総回数の3分の1以上欠席した学生は受験資格を認めない。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

読解力（精読・速読），聴解力，発話力キーワード/Keywords

Yamazaki, Tatsuroh et al. What's on Japan. Kinseido.教科書・教材・参考書/Materials

学生便覧を参照．受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業時には毎回英和辞書を（可能ならば英英辞書も）持参すること．学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

授業の進め方，評価の説明，教科書の説明，Unit 1 "Waste Not, Want Not" (1)第1回

Unit 1 "Waste Not, Want Not" (2)第2回

Unit 2 "Dancing Toward Closer Friendship"第3回

Unit 3 "Creature Comforts"第4回

Unit 4 "White-hat Hackers Wanted"第5回

Unit 5 "Rescue Bike" (1)第6回

e-learning教材学習テスト１回目，Unit 5 Rescue Bike"(2)第7回

授業確認テスト第１回，Unit 6 "Crash Course Boom" (1)第8回

Unit 6 "Crash Course Boom" (2)，確認テスト第１回の解説第9回

Unit 7 "Big Returns"第10回

"Unit 8 "Sweet Acts of Kindness"第11回

Unit 9 "Pioneering Photojournalist" (1)第12回

e-learning教材学習テスト２回目，Unit 9 "Pioneering Photojournalist" (2)第13回

Unit 10 "Cafe Beyond Coffee"第14回

Unit 11 "Indoor Navigation"第15回

確認テスト第2回 (期末テスト)第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011028

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英2))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

小笠原　真司／Ogasawara Shinji

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟35(call1)／RoomC-35(call1)教室／Class room

L(英2)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ogasa-s▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部1階担当教員研究室/Office

095-819-2094担当教員TEL/Tel

月3, 火3, 木4担当教員オフィスアワー/Office hours
まず、授業時に配布する英文教材を用いて、必要な情報を探しながら、英文をはやく正確に読む練
習を行う。授業中に読んだ教材は、細部までの詳細な読みを課題として自宅で行い、翌週確認作業
を行う。次に、小学校英語教育を視野に入れ、基本的な英語表現の練習をテキストを用いて行う。
テキストの音声をダウンロードし、各自家庭で指定された範囲の英文を練習して授業に臨み、CALL
教室にて、ペアーにて英語会話の練習を行う。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1) テキストの音声教材を聞きとれるようになるとともに、重要な表現を自由に使えるようになる。
2) 様々なテーマを扱った英文を読んで、必要な情報を見つけ、英文の内容を理解することができる
。
3) 学習して教材を利用してプレゼン用の原稿を作成し、プレゼンを行うことができる。
4) 他のスピーカーのプレゼン内容へのコメントや意見交換ができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40%、 e-learning教材学習テスト40%, プレゼンペーパー等の提出物10%、 授業でのアクテ
ィビティ、小テスト 10% で行います。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回課せられる範囲の学習。
ほぼ毎回行われる小テストのための学習。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Repeating, Pair Work, Listening Strategies、 Scanning、 Skimmingキーワード/Keywords
教科書（テキスト）：英語コミュニケーション教本（英光社）
 (南雲堂）￥1,900

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則。教科書も必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)



備考（URL）/Remarks (URL)
英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、自分で英語学習を作りだし、英語の教材
にチャレンジすることが大切です。長崎大学で推薦しているe-learning 教材（３ Step やパワーワ
ーズ）やＮＨＫテレビやラジオの英語講座などがおすすめです

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回
Reading （テキストUnit 1）
英語コミュニケーション教本(1)

第2回

Reading （テキストUnit 2）
英語コミュニケーション教本 (2)

第3回

Reading （テキストUnit 3）
英語コミュニケーション教本 (3)

第4回

Reading （テキストUnit 4）
英語コミュニケーション教本 (4)

第5回

Reading （テキストUnit 5）
英語コミュニケーション教本(5)

第6回

e-learning 教材学習テスト第1回目
Reading （テキストUnit 6）

第7回

ショートプレゼン作成 グループワーク。
英語コミュニケーション教本 (6)

第8回

Reading （テキストUnit 7）
英語コミュニケーション教本 (7)

第9回

 Reading （テキストUnit 8）
英語コミュニケーション教本 (8)

第10回

Reading （テキストUnit 9）
英語コミュニケーション教本 (9)

第11回

Reading （テキストUnit 10）
英語コミュニケーション教本 (10)

第12回

e-learning教材学習テスト第2回目
英語コミュニケーション教本(11)

第13回

英語コミュニケーション教本(12)
プレゼン作成。

第14回

プレゼン原稿を用いたグループワーク、プレゼンテーション代表者コンテスト第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011029

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英3))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

稲毛　逸郎／Inage Iturou

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

稲毛　逸郎／Inage Iturou

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

稲毛　逸郎／Inage Iturou

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

L(英3)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

inage▲agasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育学部 6F 619 研究室担当教員研究室/Office

095-819-2093担当教員TEL/Tel

水曜日 16:10?17:40担当教員オフィスアワー/Office hours
これまでの英語学習をふまえて、英語の読む・書く・聞く・話すの４技能の能力をさらに伸ばし、
総合的な英語運用能力を育成することをねらいとする。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

英語の４技能の訓練を通して、TOEIC550点以上が獲得できる総合的英語力の育成を目標とする。授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

期末試験(60%)、e-learning教材学習テスト(40%)を基準に評価する。
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

教科書の予習・復習を徹底して行うこと。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

英語の４技能、 総合的訓練キーワード/Keywords

Reading Stream. Intermediate.KINSEIDO. by O. Takeuchi 他.教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
e-learning への取り組み及び授業での発表活動に対する評価が大きな割合を占めますので、積極的
に英語学習に取り組んでください。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

受講にあたっての諸注意、授業内容についての導入
Pink Carnations
Scanninngのスキルについて

第1回

The History of Jeans
Using Titles to Understand Main Ideas (Gist)

第2回

To Long Life!
Skimming for the Main Idea

第3回

Be Careful What You Wish For
Recognizing Sequence of Events

第4回

Baseball and Cricket
Identifying Main Ideas within Paragraphs (1)

第5回

In Our Blood or in Our Minds
Predicting のスキル

第6回

第1回e-learning教材学習テスト
Know Yourself, Know the Market
Inferring のスキル

第7回

Brainstorming
Identifying Main and Supporting Ideas

第8回

A Good Consumer
Understanding Main Ideas (Gist)

第9回

Welcome to he Hall of Fame!
Identifying Main Ideas withing Paragraphs (2)

第10回

Special Circumstances
Developing Reading Fluency (1)

第11回

Lies and Statistics
Developing Reading Fluency (2)

第12回

第2回e-learning教材学習テスト
Builders Break Ground on Blackwood Bridge Project
To Read Newspaper Articles

第13回

Coded Communication
Developing Reading Fluency (3)

第14回

Lucid Dreaming
Developing Reading Fluency (4)
授業のまとめ

第15回

定期試験実施第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011030

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英4))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

中村　吏花／Nakamura Rika

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

中村　吏花／Nakamura Rika

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

中村　吏花／Nakamura Rika

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟33／RoomA-33教室／Class room

L(英4)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

arthur410▲hotmail.co.jp(必ず件名に授業科目・学生番号・氏名を記入すること）（メールを送信
する際は▲を@に置き換えて送信してください）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

arthur410▲hotmail.co.jp(必ず件名に授業科目・学生番号・氏名を記入すること）担当教員TEL/Tel

水曜昼休み、授業前後担当教員オフィスアワー/Office hours
様々な場面設定でのリーディングとリスニング学習。速読で大意をつかみ、精読で正確な読解をす
る。インターネット、プリントなどを使った文化や社会事情の学習を含む。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1. 自分が必要とする情報を正しく適切に読み取ることができる。2. 基本的な文法・構文・表現方
法を習得し、英語を正しく理解することができる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40％、ペアでの会話発表10％、積極的な授業への参加状況10％、e-learning教材学習テス
ト40% （60点以上合格）

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

テキストには音声が付いているので、リーディングの課題であっても音声を確認すること。内容が
よくつかめないときは、「何がわからないのか」を明らかにしてきてください。文の構造がどうな
っているのか、その文脈ではどういう意味でその単語が使われているのか、代名詞が何を指してい
るか、など細かく確認していくと、わからないところがはっきりすると思います。リスニングに関
しては、一度で完全に聞き取れる人はなかなかいないですから、何度も繰り返し聞いてください。1
日5回、10回‥それを2日、3日と続けていくうちに、少しずつ英語の音が耳に入っていくようになり
ます。最初は1つの単語、1つの母音・子音だけでも構わないので、聞き取れた音を書き取ってみて
ください。継続していけば、必ず書き取れる量が増えていきます。それで自分が聞き取れるように
なっていっていることが確認できると思います。授業の後で再度その内容を振り返ることで英語が
定着していきますので、忘れないうちに復習しましょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

西原俊明『健康的な生活から学ぶ大学総合英語Good Health, Better Life』(2019年、金星堂）教科書・教材・参考書/Materials
授業には必ず予習復習をして臨み、辞書を持参してください(通話・メール機能の付いた電子機器の
電子辞書としての使用は原則不可です）。3分の2以上の出席がなければ受験資格を失います(入院・
出席停止の伝染病等を除き病欠も欠席扱いとします。正当な理由で欠席する場合は、その証明とな
る書類を提出してください(コピー可）。授業開始時刻から30分までは遅刻扱いとなります。それ以
降の入室は欠席扱いとなります。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

予習・授業・復習をセットにして頑張りましょう。学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

授業の進め方の説明、What Are the Differences between Real and Robotic Pets?1(ディクテイシ
ョン）

1回（10月2日）

What Are the Differences between Real and Robotic Pets?2(リーディング)2回（10月9日）
What Are the Differences between Real and Robotic Pets?3(英作文)、How Better to Release
Your Stress?1(リスニング）

3回(10月16日）

How Better to Release Your Stress?2(リーディング）、Which Makes a Better Athlete, Being a
Night Owl or an Early Bird?1(リスニング）

4回（10月23日）

Which Makes a Better Athlete, Being a Night Owl or an Early Bird?2(リーディング)、What
Are the Dangers of a Sweltering Summer?1(リスニング）

5回（10月30日）

What Are the Dangers of a Sweltering Summer?2(リーディング)、What Do Many of Us Develop
Fear of Heights with Age?1(リスニング）

6回（11月6日）

e-learning教材学習テスト1回目 、What Do Many of Us Develop Fear of Heights with Age?2(リ
ーディング)

7回（11月13日）

インターネット上の英語を聞く1、What Can Happen When You're Too Clean?1(リスニング)8回（11月20日）
What Can Happen When You're Too Clean?2(リーディング)、How Does the Love Hormone Oxytocin
Work to Improve Relationships?1(リスニング)

9回（11月27日）

How Does the Love Hormone Oxytocin Work to Improve Relationships?2(リーディング)、インタ
ーネット上の英語を読む1

10回（12月4日）

インターネット上の英語を読む2、How Much Caffeine Can We Take?1(ディクテイション)11回（12月11日）

How Much Caffeine Can We Take?2(リスニング、リーディング）12回（12月18日）

e-learning教材学習テスト2回目 、インターネット上の英語を聞く213回（1月8日）

ペア発表14回（1月15日）

リスニング・リーディングのポイント確認15回（1月22日）

定期試験16回（1月29日）



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011031

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英5))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

加島　巧／Kashima Takumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

加島　巧／Kashima Takumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

加島　巧／Kashima Takumi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟24／RoomA-24教室／Class room

L(英5)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kashima▲tc.nagasaki-gaigo.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控え室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業時間の前後担当教員オフィスアワー/Office hours
ねらい：簡単な英語で書かれたテキストを読みながら、様々な練習問題を解いていくことで、英文
の理解を深めます。併せて、プリントの使用で、様々な英語の問題を解いてゆきます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

到達目標：大学入学時までに培われてきた総合的な学力を前提に辞書なしでもテキストの英語を読
めるようになることを目指します。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験60％ e-learning教材学習テスト40％ （1回目20％＋2回目20％）
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回指定された分量のテキストを読んで、授業に臨むこと。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

2，300語の語彙でかかれたテキスト コナン・ドイル シャーロック・ホームズキーワード/Keywords
Sir Arthur Conan Doyle: Sherlock Holmes Short Stories (Pearson English Readers) 第一回目
の授業で教室にて販売します。
プリント

教科書・教材・参考書/Materials

定期試験の受講資格は規定による。教科書は必ず購入すること。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業中の携帯電話の使用は厳禁とします。遅刻もしないように。学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ第1回
テキストの理解と映像での理解 The Man with the Twisted Lip （4回で読了した後に内容理解確認
テストを行う。）

第2回

テキストの理解と映像での理解第3回

テキストの理解と映像での理解第4回

テキストの理解と映像での理解第5回

テキストの理解と映像での理解 The Patient （4回で読了した後に内容理解確認テストを行う。）第6回
e-learning 教材学習テスト1回目
テキストの理解と映像での理解

第7回

テキストの理解と映像での理解第8回

テキストの理解と映像での理解第9回
テキストの理解と映像での理解 The Disappearance of Lady Frances Carfax （4回で読了した後に
内容理解確認テストを行う。）

第10回

テキストの理解と映像での理解第11回

テキストの理解と映像での理解第12回
e-learning 教材学習テスト2回目
テキストの理解と映像での理解

第13回

テキストの理解と映像での理解 The Three Garridebs第14回

テキストの理解と映像での理解第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011032

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(L(英6))／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

奥田　阿子／Ako Okuda

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

奥田　阿子／Ako Okuda

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

L(英6)
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

a-okuda▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育講義棟 B棟1階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

水曜日３限目担当教員オフィスアワー/Office hours
この授業の前半では、英語でのEmailの書き方を学び、Emailの構成、よく使用する表現、書き言葉
と話し言葉の違いに焦点を当てながら授業を進める。また、文法指導も同時に行い、英語の基礎を
しっかりと固める。
後半は、グループワークを中心に授業を進めながら、英語でのプレゼンテーション技法を学ぶ。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

E-mailの構成、表現を身につける。
書き言葉と話し言葉の違いを説明できる。
プレゼンテーションの技法（構成、表現、態度）を身につける。
英語でプレゼンテーションができるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト（２回）：４０％
授業中の小テスト：１５％
授業の参加度：２５％
期末テスト：２０％

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業までに動画を視聴し、必要であれば課題を提出すること。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

E-mail、Presentationキーワード/Keywords

ビデオ教材、プリント教材は授業時に提示し、LACSにアップロードする。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)



学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
授業手法／
Lesson method

第1回

オリエンテーション
 教材の説明、シラバス、学習法方についての説明
 アンケートの実施
 E-mailを英語で書いてみよう

A
B

第2回
E-mailの書き方（１）
先生に送るE-maiを想定し、構成について調べる
 調べた結果と解説をもとに第１回目の授業で書いたE-mailを修正する

A
B

第3回

E-mailの書き方（２）
書き言葉と話し言葉の違いについて学ぶ
 教員が用意した問題を通して、先生に送るE-mailの表現として適切で
ないものを選び、適切なものに修正する
 第２回目の授業で修正したE-mailを先生に送るE-mailの表現として適
切なものに書き換え、修正する

A
B

第4回

E-mailの書き方（３）
E-mailのタイトルのつけ方について学ぶ
 解説後、第３回目の授業で修正したE-mailに適したタイトルを考える
 ペアになり、相互評価する

A
B

第5回

E-mailの書き方（４）
E-mailの返信の書き方について学ぶ
 教員が用意したお題を受けて返信を書く（グループで考える）
 グループ間で相互評価する

A
B

第6回
プレゼンテーション（１）
論理的な構成について学ぶ
 自分の意思力について振り返り、英語で１分間話す

A
B

第7回

e-learning教材学習テスト（１回目）
プレゼンテーション（２）
論理的な構成、よく使う表現について学ぶ
 グループで意思力について考え、英語で２分間話す

A
B

第8回
プレゼンテーション（３）
よく使う表現について学ぶ
 グループでプレゼンテーション用の台本を作成する

A
B

第9回
プレゼンテーション（４）
よく使う表現について学ぶ
 グループでプレゼンテーション用の台本を作成する

A
B

第10回

プレゼンテーション（５）
英語の発音、態度、資料の作成方法について学ぶ
 プレゼンテーションの練習をする
 資料を作成する

A
B

第11回
発表
 グループで英語のプレゼンテーションを行う
 相互評価を行う

A
B

第12回

プレゼンテーション（６）
振り返り
 他者のフィードバックをもとに個人、グループで振り返りを行う
 1人でプレゼンテーションを行うトピックを選び、プレゼンテーション
の台本を作る

A
B

第13回

e-learning教材学習テスト（２回目）
プレゼンテーション（７）
よく使う表現を学ぶ
 1人でプレゼンテーションの台本を作成する

A
B

第14回
発表
 各自がプレゼンテーションを英語で行う

A
B

第15回
総復習と振り返り
アンケートの実施

A
B



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2019/09/30～2020/01/23開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011033

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

ローン　悦子／Lawn Etsuko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

ローン　悦子／Lawn Etsuko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

ローン　悦子／Lawn Etsuko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育C棟36(call2)／RoomC-36(call2)教室／Class room

工学 T3
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

 etsukolawn▲hotmail.com（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業の前後、またはメールにて質問を受け付けます。担当教員オフィスアワー/Office hours
本授業では、大学や社会で必要とされる英語の基礎能力の習得を目指します。英語は、世界とつな
がるための有効なツールです。今後、英語を使えるようになると、あなたの世界はグローバル単位
で大きく広がりますし、職業上でも様々なチャンスを得られる機会が増えることでしょう。本授業
では、皆さんになかなか機会のない英語の「話す」「書く」のアウトプットの能力の向上を目指す
活動に慣れ親しんでもらい、これまでの「知識としての英語」から実際に「使える」コミュニケー
ション能力を１つでも多く身につけてもらうことを目指します。
授業では、上記の目標を達成するために必要な表現・スキルの説明と演習をします。さらに授業内
容を定着するために、ほぼ毎レッスンLACSを使って小テストを行います。テキストをベースに基礎
的なコミュニケーションに役に立つような表現を学習していきます。また、新しい語彙、表現力を
増やすためにネイティブスピーカーの生活圏にある素材を用いた教材、洋画（DVD視聴）を使用し、
Readers’ theater （朗読劇）などの活動を通して日本人学習者の苦手なイントネーション、単語
のつなぎ方、間の取り方などの改善を図り、ペアーワーク、グループワークをより多く取り入れて
授業を進めていきます。英語圏の文化、習慣の違いにも触れていきます。
１回の授業は、以下の流れで進めて行きます。
（１） LACSによる小テスト
（２）テキストを使用した演習（グループワーク、Readers’ theater 等の活動、あるいは配布物
による学習を含む）
（３）３分間英語で（フリーorトピック）トーク→録音→ディクテーション＆自己評価
（４）洋画視聴（５分程度）
※提出されたグループワーク等は、添削評価して返却します。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

（１）異文化について書かれたトピックの英文を要約できるようになる。
（２）与えられた写真（あるいは絵）を見て的確に英語で表現することができるようになる。
（３）やや簡易な会話を聞いて要約できるようになる。
（４）その会話の和訳を英訳できるようになる。
（５）与えられたトピックについて３分間会話を続けることができるようになる。
（６）洋画を英語音声、英語字幕で視聴し、内容をある程度理解することができるようになる。
（７）洋画のある映像の発音、イントネーション、間等を練習しネィティブにより近い発音で音読
できるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking



定期試験20%、授業への取り組み、小テスト、グループワーク、Readers’ theater等 40%、課外学
習のe-learning(e-learning教材学習テスト2回40% (3 Step Call System, Power Words))を総合的
に判断します。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

各自テキスト付属のOnline Seld-study等を使用し予習、復習をして授業に臨んで下さい。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リピーティング、ディクテーション、音読キーワード/Keywords
教科書としてJack C. Richards・David Bohlke 著 『Four Corners 2 Student’s Book B with
Online Self -study』 Cambridge University Press - ISBN: 978-1-108-62772-6を使用します。
*第１回目の授業までに、必ず生協の販売コーナーで各自購入して下さい。

教科書・教材・参考書/Materials

教科書、配布物を毎回持参、また毎回授業に出席すること（時間厳守）。学習する内容はきちんと
予習復習すること！

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
英語が話せる（使える）と世界（チャンス）が広がります。今できることをどんどんトライして下
さい。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

第1回のオリエンテーションの授業では、授業で扱う内容や学習方法、授業の進め方、評価方法など
を説明します。また、Self-introduction、DVDを視聴する予定です(２回目以降も継続的に視聴)。
授業は、演習形式で行います。授業では、眠ったボキャブラリー＆表現を「使える」英語へと変え
るために、受講生には、ペアーワーク、グループワーク(G/W)を通して出来る限りアウトプット能力
を高めるためにスピーキング&ライティングなどの機会を設けます。特に、スピーキングの明瞭さを
向上させるために、DVDの視聴、補助教材も適宜使用しReaders’ theater（朗読劇）などの活動を
通して、イントネーション、間の取り方などに焦点をあてて練習していきます。また、スピーキン
グの弱点を克服するために、自分の会話を録音して接続表現、学習した表現が適切に使われている
か等確認しながら練習していきます。会話の練習を何度も繰り返すことにより、日本語と英語の発
想の違いなどを体感してほしいと思います。テキスト付属のOnline Self-studyを使用し予習、復習
をして授業に臨んで下さい。また、本授業では、e-learning教材を課外学習として取り組んでもら
います(評価40%)。*(G/W) Group workの省略

第1回 10月3日

テキスト Shopping第2回 10月10日

Shopping *(G/W)第3回 10月17日

Shopping第4回 10月24日

Shopping, Readers’ theaterの説明第5回 10月31日

Readers’ theater ?@ (G/W), e-learning復習他第6回 11月7日

1回目e-learning教材学習テスト(3step, Power words), テキスト In a restaurant第7回 11月14日

In a restaurant第8回 11月21日

In a restaurant (G/W)第9回 11月28日

In a restaurant第10回 12月5日

テキスト Personal change第11回 12月12日

Personal change (G/W) / Readers’ theater ?A(G/W)第12回 12月19日

2回目e-learning教材学習テスト(3step, Power words), Personal change第13回 1月9日

Personal change , Review第14回 1月16日

Review第15回 1月23日

定期試験第16回 1月30日



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2019/09/30～2020/01/23開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011034

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T4)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

大坪　有実／Ootubo Yumi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟42／RoomA-42教室／Class room

T4クラス
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

r_otsubo▲hotmail.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

r_otsubo@hotmail.co.jp担当教員TEL/Tel

E-mailで受け付けます。 r_otsubo@hotmail.co.jp担当教員オフィスアワー/Office hours
この授業はアメリカ、イギリス、ドイツ、中国など、様々な国の物語に触れ、各国の文化、歴史、
宗教、戦争と平和に対する考えについて理解を深めていく読解を中心とした授業です。また、各ト
ピックを読んだ後、何を感じたか、自身の意見をアウトプットしてもらいます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１．テキストで扱うトピックを多角的視点から捉えることができる。
２．社会の多様性が理解できるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

授業への取り組み・復習テスト20％＋e-learning教材学習テスト40％（1回目20％＋2回目20％）＋
定期試験40％＝合計100％のうち60％以上を合格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業前にテキストで扱うトピックについてインターネットや書籍を用い、テキスト内に出てくる専
門用語について調べておいて下さい。また、翌週に復習テストを行うのでしっかり復習しておいて
下さい。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Reading Trek! （金星堂） ￥1,900＋税教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業は全回、予習をして臨んで下さい。
授業参加についてIntroductionで説明をしますので必ず1回目の授業に出席して下さい。

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

教科書販売・Introduction1回目

Seeing with Sound2回目
復習テスト
Cobra Villages

3回目

復習テスト
Magic or Men?

4回目

復習テスト
May's Silent Promise

5回目

復習テスト
The Mystery Word

6回目

e-learning教材学習テスト1回目
Home is Home

7回目

復習テスト
Mr. Mollah's Birds

8回目

復習テスト
Rusubg frin Ricj Bottom

9回目

復習テスト
A Man of Many Hats

10回目

復習テスト
Jiri's Legacy

11回目

復習テスト
From Rags to Riches

12回目

e-learning教材学習テスト2回目
Priceless Courage

13回目

復習テスト
Another Battle

14回目

復習テスト
Nehanda's Bones

15回目

定期試験16回目



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2019/09/30～2020/01/23開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011035

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(K2)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

環境科学部 Ｋ２
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

etudiants_nagu▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

095-819-2078 （教養教育事務室）担当教員TEL/Tel

木曜日４時より担当教員オフィスアワー/Office hours
環境や健康などの問題に関するCNNニュースを用いて、興味深い内容の英文を通して、環境問題や健
康、および世界情勢に対する関心をさらに高め、知識を得、役立てる。フレーズ・リーディングと
いう方法により、英語の理解度を高めると同時に、書く・話すための英文を作りあげる能力と技能
を伸ばす。また、この方法を繰り返して練習することで、聴く力を養う。総合的な英語の技能を定
着させ、さらに向上させる。また、英文法の復習を行い、英語の基礎及び応用力を身に付ける。ま
た、英字新聞を読む自信をつける。テキストの練習問題を通して、英語の４技能の総合的な向上を
目指す。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

環境問題や健康に対して関心を持ち、考えを深めることができる。書いたり話すための表現したい
ことを組み立てるための基本的な能力を養い、さらに向上させる。英文を英語で理解し（読み・聴
き） 、英語で考えて英語を使う（話す・書く）能力の基礎を養成し、確かなものにすることができ
る。発音の改善ができる。和訳の技術を高めることができる。応用的な文法の運用ができるように
なる。各自で目的を再認識し、英語の学習に対する意欲を持てるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験の成績を５０％、e-learning教材学習テストの結果を４０％、小テストを１０％を基準と
します。
また、受講中の態度や活動を非常に重視しますので、注意しましょう。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回必ず英単語を調べ、英文テキストを読み、音声教材を聴き、問題を解いて、授業に臨みましょ
う。
授業後は改めてテキストを熟読し、疑問点が残らないように理解を確かなものにします。小テスト
等で確認しますので、予習・復習を徹底しましょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リーディング ／ リスニング ／ スピーキング ／ 環境 ／ 健康 ／ 医療 ／ ＣＮＮニュース ／
世界情勢 ／ 英作文

キーワード/Keywords

『ＣＮＮニュースを用いたリスニング・リーディング スキルアップ』 （小笠原真司他： 朝日出版
社） （ＣＤ付き）
※ 英和辞典（電子辞書）を必携すること。

教科書・教材・参考書/Materials

授業には全回出席することを期待します。毎回必ず予習をしてCDを聴いてから臨みましょう。発声
を伴う学習の際は、積極的に参加してください。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業には必ず予習をして臨んでください。英単語の意味を予め調べておき、文章の大意をつかんで
おきます。目標を定めて、たゆまぬ努力をしましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

導入・授業内容の説明第１回 １０月 ３日

Unit １ Antislimming Hormones / Chocolate's Slimming Effects ?第２回 １０月１０日

Unit ２ Early Birds Happier and Healthier ? / New Role for Insulin ?第３回 １０月１７日

Unit ３ Reef under Growing Threat / Surprising Algae under Article Ice第４回 １０月２４日

Unit ４ Cancerous Coloring ? / A Menu after One's Heart第５回 １０月３１日

 Unit ６ Gene Linked to Longer Sleep / Sleep Linked to Heart Health第６回 １１月 ７日
【第１回 e-learning 教材学習テスト】
Unit ５ Clues to Einstein's Genius / Life Created from Skin Cells

第７回 １１月１４日

Unit ７ Amazon Dam Gets Go-ahead / Moving a Nation, Literally第８回 １１月２１日

Unit ９ 15 Million Tonnes Overweight / Penalties for Not Exercising第９回 １１月２８日

Unit １０ Pandemic of Inactivity / Red Meat Tied to Early Death第１０回 １２月 ５日

Unit １１ Debugging at Starbucks / New York Bans Large Sodas第１１回 １２月１２日

Unit １３ Dangerous Smog in Beijing / Record Smog in Beijing第１２回 １２月１９日
【第２回 e-learning 教材学習テスト】
Unit １２ Panda-enhanced Tea / Tequila Museum in Mexico

第１３回 １月 ９日

Unit １４ Concern about Quick-tempo TV / The Fear of Being Phoneless第１４回 １月１６日

Unit １５ Sharks under Threat / Shark Fin Goes Off the Menu第１５回 １月２３日

定期試験第１６回 ２月 ６日



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2019/09/30～2020/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011036

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T6)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

工学部 Ｔ６
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

etudiants_nagu▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

095-819-2078 （教養教育事務室）担当教員TEL/Tel

金曜日４時より担当教員オフィスアワー/Office hours
世界の様々な事柄に関して書かれた英文を熟読し、青年期にある学生の皆さんがこれから生きてい
くうえで大切な知恵や人生の指針について学ぶ。教養を高め、自己を磨く一助とする。また、ここ
で学んだ知識を将来の生き方に役立てられるよう、身に付ける。常に自分で考え、教養を深め、研
鑽に努めることが、将来優秀な工学士になられることはもとより、人として、学生の皆さんには重
要かつ必要不可欠です。
英語の長文を正確に意味を理解して、読めるようになる。総合的な英語全般の能力について学び、
復習し、さらには向上させる。特に、文法事項とパラグラフ・リーディングに重点を置き、英文の
読解力と理解度を深める。英文を「英語で」理解できるようになる。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

人間の優れた資質や生き方について関心や知識を深め、また、それらを理解することができる。ま
た、興味を持ち、自らの考えを持ち、説明することができる。英文の読解力を高め、意味を正確に
読み取ることができる。総合的な英語力の養成をねらい、語句や文法事項の定着を図り、リーディ
ングとリスニングの能力を伸ばすことができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験 ５０％、e-learning教材学習テスト ４０％、小テスト１０％を基準とします。
定期試験を筆記で行います。
課外学習のe-learningに関しては、第１回目の授業の際に説明します。
また、受講中の活動や態度を非常に重視します。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回必ず英単語を調べ、英文テキストを読み、音声教材( CD )を聴き、問題を解いて、授業に臨む
こと。授業後は改めてテキストを熟読し、疑問点がないように理解を確かなものにします。小テス
ト等で確認をしますので、予習・復習を徹底しましょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リーディング・スキルの向上 ／ 人間の資質 ／生き方と人生 ／ 世界の様々な事象 ／ 心と人生を
豊かに ／ 教養を高める

キーワード/Keywords

SIMPLY ENGLISH（ Jim Knudsen ジム・カヌーセン： 南雲堂 ） ※ CD付き
英和辞典（ 電子辞書 ）を必携すること。

教科書・教材・参考書/Materials

授業には、全回出席することを期待します。授業には、必ず予習をして臨みましょう。受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業には必ず予習をして臨んでください。あらかじめ音声教材を聴き、英単語の意味を調べ、文章
の大意を掴み、テキストの問題を解いておきます。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

導入・授業内容の説明第1回

Lesson１ Social History: Barbie Comes of Age第2回

Lesson ２ Food and Culture: But Is It Sushi ?第3回

Lesson ３ Animal Welfare: Best Friends Animal Society第4回

Lesson ４ Anthropology: The Evolution of Sleep第5回

Lesson ６ Technology: Inspired by Nature第6回
【e-learning 教材学習テスト 第１回目】
Lesson ５ Contemporary Trends: Suspended Coffee

第7回

Lesson ８ Employment: The Future of Work第8回

Lesson ９ Crime: Ferdinand Demara第9回

Lesson １０ Education: Two Trends第10回

Lesson １１ Marine Biology: A Whale of a Problem第11回

Lesson １２ Psychology: Painful Memories第12回
【e-learning 教材学習テスト 第２回目】
Lesson １３ Nature: Totally Awesome !

第13回

Lesson １４ Communications: Inventor of E-mail Dies at 74第14回

Lesson １５ Environment: Science Teachers vs. Climate Change第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2019/09/30～2020/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011037

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T7)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

山崎　祐一／Yuichi Yamasaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

山崎　祐一／Yuichi Yamasaki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

山崎　祐一／Yuichi Yamasaki

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育B棟15／RoomB-15教室／Class room

T7
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

yamasaki▲sun.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

yamasaki▲sun.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員TEL/Tel

yamasaki▲sun.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員オフィスアワー/Office hours
異文化理解に関する問題を数多く取り上げ、リスニングとスピーキングを中心とした英語運用能力
を強化しつつ、外国語習得に必要不可欠な目標言語圏の文化的背景を学ぶ。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

コミュニカティブな活動を通して、実用的、且つ斬新な英語表現を習得する。また、英語圏の文化
、地理、日常生活について知見を広めていく。英語圏における行動様式を、英語圏に住む人々の意
識や価値観に強く訴える性質を有するものとして観察し、その中に見ることができる英語圏と日本
における文化や思想の違いについて理解する。また、日本人にとって困難な英語の発音を、日本語
との比較を通して解説し、その習得を目指す。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

e-learning教材学習テスト(3step CALL System, Power Words) 40%
Midterms 20%, Final Exam 20%, Class Participation 20%

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回の予習復習として、会話表現を音読し暗記する。また、英語圏文化の特徴について指定の章を
読んでおく。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

異文化間コミュニケーション、スピーキング、リスニング、発音キーワード/Keywords

Viva! San Francisco（マクミラン・ランゲージハウス）教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

遅刻・欠席に注意してください。英語や異文化について楽しく学びましょう！学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
授業手法／
Lesson method

第1回 英語の音声システム（日本語との比較と発音練習） B

第2回 Getting Information B

第3回 Checking in at a Hotel B

第4回 Asking for Directions B

第5回 Renting a Car A

第6回 Ordering a Meal B

第7回
e-Learning教材学習テスト1回目
中間テスト

B

第8回 Shopping for Clothes B

第9回 Asking for a Favor B

第10回 Meeting a Friend B

第11回 Checking out of a Hotel B

第12回 Expressing Preference B

第13回
e-learning教材学習テスト2回目
中間テスト

B

第14回 Home Stay A

第15回 まとめ B

第16回 期末試験 A



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2019/09/30～2020/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011038

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T8)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育G棟38／RoomG-38教室／Class room

T8
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

soshi▲tea.ocn.ne.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業終了後（授業時の教室）担当教員オフィスアワー/Office hours
対話や会話といった、コミュニケーションを主要目的とする言葉のやりとりについては、なにより
も相手を理解するための聴解力を基盤に持つことが必要である。発話力というのも聴解力あっての
発話力であって、聴解力さえ身につけば、発話力はそれに応じて自然にその進歩が期待できるもの
である。本講座では、これまで『聞く』ことにあまり時間を割いてこなかった学校教育の弊害を可
能な限り克服する意味で、サバイバル英語（及び米語）、必要最低限の英語（及び米語）を徹底的
に学びながら、聴解力と発話力の増強を図ることを第一義的な目的に据えるものである。位置づけ
としては、その能力促進に力点を置いたものと言える。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

?@英語音声学の知見に基づく授業を通して、英語の音変化の特徴や法則性を理解し、現状以上に英
語聴解力を向上させることができる。
?A習得した英語の音変化の特徴や法則性を日常英会話に応用させるべく、実際に英語を使ってコミ
ュニケーションを図る際、円滑な意思の疎通を可能とする正確な発音ができる。
?B習得した英語表現を日常英会話に応用させ、現状以上に英語発話力を向上させることができる。
?C各種英語資格・検定試験等のリスニング部門で現状以上の得点をあげるとともに、実用英語運用
能力を向上させることができる。
?D英文の速読、及び直読直解ができる。
?E日本と諸外国の市民レベルでの生活習慣や生活文化等の差異を正しく認識し、日本人とは異なる
価値観や行動様式を持つ人々の存在と多様性を理解することができる。
?F異文化理解の視座から、固定観念で物事を断定せず、常に判断の保留の気持ちと態度を持ってコ
ミュニケーションを図ることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験50%、受講態度、及び授業中の自発的な演習活動（授業中の発表等）10%、課外学習のe-
learning教材学習テスト40%（1回目20%＋2回目20%）等の総合判定によって評価を行なう。なお、課
外学習のe-learningに関しては第1回目の授業の際に説明する。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前学習としては、予習時に前週の履修内容を再確認するとともに、出された課題には確実に取り
組んで授業に臨んでいただきたい。事後学習としては、履修事項の復習と指示を行なった音声面の
トレーニングを翌週の授業まで継続させておくことを必須としたい。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review



音法、リピーティング、シャドーイング、オーバーラッピング、クイックレスポンス、直読直解、
異文化理解

キーワード/Keywords

英語リスニング‐聞き取るための入門講座（ハンドアウト教材）教科書・教材・参考書/Materials
配布された教材に対する予習復習は必須である。特に、毎時学んだ内容に関し、毎日のトレーニン
グを継続させることによって、実用英米語運用能力の促進が可能となる。従って、復習に力点を置
いた学習姿勢が望まれる。なお、授業時には発表活動（積極的かつ自発的な発言等）が求められる
が、これをポイント制として成績評価の際に加点するため、自主的な姿勢で臨んでほしい。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業時には辞書必携です。授業時間内での学習のみで能力を促進させるには限界があるため、例え
ばNHK教育テレビやラジオの語学番組等を視聴、聴取するなど、とにかく毎日英語に接する時間を捻
出することが望まれます。英語に親しむことを習慣にできれば上達は必ず期待できます。限られた
時間ですが、一緒にがんばりましょう!!

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション（授業方針についての説明、教材の配布、アンケートほか）／『なぜ日本人は
英語の聞き取りが苦手なのか？』分析結果の報告と対策法について

第1回

プレテスト、つながる音とカタカナ英語、近似カナ表記、母音、半母音/j/, /w/, /r/第2回

/r/と/l/の発音、子音、調音形式、調音点、有声音と無声音、閉鎖音についての解説第3回

子音の分類表を基にした音素に関する基礎知識の確認、単語レベルの発音クリニック第4回

『音の連結』を聞き取るパターン（リエゾンの原則）、/t/, /d/, /g/の脱落、/t/, /d/のラ行音化第5回

連結しない場合の/l/, /h/の脱落、半母音/j/、/n/+/t/と/n/+/d/による音変化第6回
e-learning教材学習テスト（1回目）、『閉鎖音の連続による脱落』、『同じ子音の連続による脱落
』を聞き取るパターン

第7回

『同化』を聞き取るパターン(1)（半母音/j/に絡む音変化）第8回
『同化』を聞き取るパターン(2)（半母音/j/に絡む音変化）、『調音点が近い子音の連続』を聞き
取るパターン

第9回

『同化』を聞き取るパターン(3)（/n/の後続音への影響）第10回

On an Airplane(1)第11回

On an Airplane(2)第12回

e-learning教材学習テスト（2回目）、At an Airport(1)第13回

At an Airport(2)第14回

Taking a taxi、まとめ第15回
定期試験

※上記授業内容に関する補足
基本的な音法を習得した後に旅行英会話等への応用を試みるが、トレーニングに加え、毎回詳細に
解説を施す予定であるため、上記の進度設定が変動する場合もある。

第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 4

2019/09/30～2020/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011039

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(T5)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

古場　なおみ／Koba Naomi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

古場　なおみ／Koba Naomi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

古場　なおみ／Koba Naomi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟43／RoomA-43教室／Class room

工学（T5）
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kobaknke▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

講義の前後担当教員オフィスアワー/Office hours
（１）世界からの様々なジャンルを題材にした教材を用い、生きた英語に触れ、また、語彙、リス
ニング、内容読解、スピーキング等のエクササイズによって総合的な英語力の向上をはかる。
（２）アメリカのテレビニュース番組の英語に慣れ親しむ。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

テレビニュースの英語に慣れ、国際的なコミュニケーションの道具としての英語力を身につけるこ
とができるようになる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

教員評価分60％(定期試験25％、小テスト、出席、授業への取り組み35％）、e-learning教材学習テ
スト（3step ・Power Words）40％

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業前の予習、次回小テストのための復習必須事前、事後学習の内容/Preparation & Review

テレビニュース英語キーワード/Keywords

CNN10- Student News -Vol.2 (Asahi Press)教科書・教材・参考書/Materials
毎回、予習の上で授業に臨むこと。オリエンテーションを除き５回欠席（2回遅刻で１回欠席とみな
す）で失格とする。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業中に指示学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

自己紹介、授業の進め方、評価等の説明第1回
CNN10- Student News-Vol.2: テレビニュース英語とは
Unit 1 (A Look at Gold) sec1

第2回

CNN10- Student News-Vol.2: Unit 1 (A Look at Gold) sec2第3回

CNN10- Student News- Vol.2: Unit 2 (Daylight Savings) sec1第4回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit 2 (Daylight Savings) sec2第5回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit -: Unit 6 (Shopping Tech) sec1第6回
e-learning教材学習テスト１回目
CNN10- Student News-Vol.2 : Unit 6 (Shopping Tech) sec2

第7回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit 11 (Google Before Google) sec1第8回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit 11 Google Before Google) sec2第9回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit12( 3D Food Printing) sec1第10回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit12 (3D Food printing) sec2第11回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit13 (Bitcoin) sec1第12回
e-learning教材学習テスト２回目
CNN10- Student News-Vol.2 : Unit13 (Trying to Be a Santa) sec2

第13回

CNN10- Student News-Vol.2 : Un15 (Net Neutrality) sec1第14回

CNN10- Student News-Vol.2 : Unit15 Net Neutrality) sec2第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 4

2019/09/30～2020/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011040

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ(K3)／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

環境科学部 K3
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

etudiants_nagu▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

095-819-2078（教養教育事務室）担当教員TEL/Tel

金曜日４時より担当教員オフィスアワー/Office hours
基本的で実用的な英文の表現を習得し、表現の基礎の定着を図る。話すことと聴くことの技能を身
に着ける。英文やダイアローグの暗記をするのみではなく、構文や文法に留意して、基本的な理解
力を確かなものにする。語彙を増やし、文法を理解し表現の感覚を磨く。対話力を向上させ、自分
の言いたいことを表現できる豊かな表現力へと応用できる能力を養う。自分の言いたいことを表現
できるコミュニケーションに対する意欲を持ち、自主的に話せるようになることを目的とする。英
語の歌を通して、英米の文化を学ぶ。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

基本的・実用的な英文や英会話の表現を覚え、話すことができる。語彙力を増強することができる
。英語の構文・文法・表現について理解を深めることができる。美しい発音ができ、リスニングの
能力を養う。表現を声に出して述べることができる。基礎を固めた上で、自分の言いたいことを表
現できるようになる。語彙を増やし、文法を身に着け、表現の応用ができるようになる。英会話と
コミュニケーションに対する関心・興味を持ち、各自が目標を定めて積極的に学習の場を求めてい
く態度を養う。英語の歌や日常会話を通して、歌詞の背景や、英米の文化の理解を深めることがで
きる。また、各自の現在の能力をさらに向上させるようにする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験の成績を５０％、e-learning教材学習テスト ４０％、小テスト １０％ を基準とします。
定期試験を筆記で行います。課外学習のe-learningに関しては、第１回目の授業の際に説明します
。
また、受講中の態度を非常に重視しますので、注意しましょう。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回必ず、英単語を調べ、英文テキストを読み、CDを聴き、問題を解いて、授業に臨むこと。授業
後は、改めてテキストを熟読し、疑問点がないように理解を確かなものにします。 小テスト等で確
認しますので、予習・復習を徹底しましょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

英米の歌 / ダイアローグ / 文法と発音の強化 / 歌を通して英語表現の容易な定着／英米の文化キーワード/Keywords
『心に残る英語の歌』（ＣＤ付き） （小笠原真司 / ウィリアム・コリンズ： 英光社）（※ 緑色
ではなく黄色の表紙です。）
英和辞典（電子辞書）を必携すること。

教科書・教材・参考書/Materials

授業には全回出席しましょう。発音など声を出しての活動は、積極的に参加することを期待します
。必ず予習をしてCDを聴いてから臨んでください。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
必ず予習をして授業に出席して下さい。あらかじめCDを聴いて、英単語の意味を調べておき、問題
を解いておきましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

導入・授業内容の説明第１回 １０月 ４日
UNIT １ Vacation
UNIT ２ Aloha Oe

第２回 １０月 １１日

UNIT ３ Auld Lang Syne
UNIT ４ Song for the Close of School

第３回 １０月１８日

UNIT ５ Take Me Home, Country Roads第４回 １０月２５日

UNIT ６ Old Black Joe第５回 １１月１日

UNIT ７ Old Folks at Home ( Swanee River )第６回 １１月 ８日
【e-learning 教材学習テスト 第１回目】
UNIT ８ My Old Kentucky Home

第７回 １１月１５日

UNIT ８ My Old Kentucky Home
UNIT ９ Beautiful Dreamer

第８回 １１月２２日

UNIT １０ Home! Sweet Home!第９回 １１月２９日

UNIT １１ We Wish You a Merry Christmas第10回 １２月 ６日

UNIT １２ Silent Night, Holy Night第11回 １２月１３日

UNIT １３ Jingle Bells第12回 １２月２０日
【e-learning 教材学習テスト 第２回目】
UNIT １４ Londonderry Air

第13回 １月１０日

UNIT １４ Londonderry Air
UNIT １５ Danny Boy

第14回 １月２４日

UNIT １５ Danny Boy第15回 １月３１日

 定期試験第16回 ２月 ７日
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